
55

アメリカ・雇用法リステイトメントにおける労働者の忠実義務と在職中の競業・兼業に対する制限（一）

ア�

メ
リ
カ
・
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
労
働
者
の

忠
実
義
務
と
在
職
中
の
競
業
・
兼
業
に
対
す
る
制
限
（
一
）
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一　

序　

論

㈠　

本
稿
の
背
景

　

近
年
、
日
本
で
は
、
創
業
や
新
規
事
業
創
出
を
通
じ
た
雇
用
創
出
・
日
本
経
済
の
活
性
化
や
、「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と
し
て

一　

序　

論

二　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
は

三　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
と
競
業
・
兼
業
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
本
号
）

四　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
違
反
の
効
果

五　

考　

察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
九
十
三
巻
三
号
）
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の
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
、
労
働
者
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
所
得
の
増
加
、
企
業
の
競
争
力
向
上
や
事
業
機
会
の
拡
大
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
労
働
者
の
在
職
中
の
兼
業
・
副
業
（
起
業
・
転
職
準
備
と
し
て
の
も
の
も
含
む
。）
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る）

（
（

。

そ
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
一
月
、
従
来
厚
生
労
働
省
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
に
労
働
者
の
遵
守
事

項
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
「
許
可
な
く
他
の
会
社
等
の
業
務
に
従
事
し
な
い
こ
と
。」
と
い
う
無
許
可
兼
業
禁
止
規
定
を
撤
廃
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
副
業
・
兼
業
の
容
認
（
モ
デ
ル
就
業
規
則
六
八
条
一
項
）、
事
前
届
出
制
（
同
二
項
）
お
よ
び
同
一
項
の
例

外
と
し
て
の
禁
止
・
制
限
事
由
（
同
三
項
）
を
新
設
し
た）

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
の
兼
業
・
副
業
を
（
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
競
業
準

備
ま
で
も
）
促
進
す
る
政
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
実
行
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
が
既
存
の
法
制
度
や
法

解
釈
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

労
働
者
の
兼
業
や
競
業
を
制
限
す
る
日
本
の
法
制
度
と
し
て
は
、
労
働
者
は
、
商
法
お
よ
び
会
社
法
上
の
「
支
配
人
」
に
該
当
す

る
）
（
（

場
合
、
使
用
者
（「
商
人
」
ま
た
は
「
会
社
」）
の
許
可
な
し
の
営
業
行
為
や
競
業
、
兼
業
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
精
力
分
散
防
止

義
務
な
い
し
競
業
避
止
義
務
を
負
う
（
商
法
二
三
条
一
項
各
号
、
会
社
法
一
二
条
一
項
各
号
）。
特
に
支
配
人
の
競
業
禁
止
違
反
に
つ
い

て
は
、
使
用
者
が
支
配
人
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
競
業
行
為
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
が
使
用
者
の
損

害
と
推
定
さ
れ
る
（
商
法
二
三
条
二
項
、
会
社
法
一
二
条
二
項
）。

　

兼
業
や
競
業
の
問
題
に
関
し
、
労
働
法
の
法
解
釈
の
問
題
と
し
て
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
支
配
人
に
該
当
し
な
く
て

も
、
一
般
的
に
労
働
者
は
、
信
義
則
（
民
法
一
条
二
項
、
労
働
契
約
法
三
条
四
項
）
に
基
づ
き
、
使
用
者
に
対
し
て
そ
の
利
益
を
害
す

る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
誠
実
義
務
を
負
い
、
そ
の
一
環
と
し
て
在
職
中
の
競
業
避
止
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
企
業
が
就
業
規
則
に
労
働
者
は
そ
の
在
職
中
に
競
業
避
止
義
務
を
負
う
旨
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
、
退
職
後
の
労
働
者
を
拘
束
す
る
特
約）

（
（

と
は
異
な
り
、
使
用
者
に
対
す
る
誠
実
義
務
を
負
っ
て
い
る
在
職
中
の
労
働
者
に

競
業
避
止
義
務
を
課
す
条
項
は
基
本
的
に
効
力
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
る
だ
ろ
う
（
労
働
契
約
法
七
条
本
文
な
ど
）。
労
働
者
が
こ
の
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在
職
中
の
競
業
避
止
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
使
用
者
は
当
該
労
働
者
に
対
し
て
債
務
不
履
行
の
責
任
追
及
と
し
て
損
害
賠
償
（
民

法
四
一
五
条
一
項
本
文
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る）

5
（

。
た
だ
、
労
働
者
の
誠
実
義
務
違
反
は
構
成
す
る
も
の
の
、
使
用
者
の
損
害
額

に
つ
い
て
の
立
証
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
賠
償
責
任
を
否
定
す
る
事
例
も
あ
る）

6
（

。

　

さ
ら
に
、
退
職
後
の
競
業
を
予
定
し
て
い
る
労
働
者
が
在
職
中
に
競
業
準
備
行
為
と
し
て
ほ
か
の
従
業
員
を
引
き
抜
い
た
り
顧
客

を
勧
誘
・
収
奪
し
た
り
す
る
と
い
う
行
動
に
出
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
誠
実
義
務
違

反
の
債
務
不
履
行
ま
た
は
不
法
行
為
（
同
七
〇
九
条
）
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
事
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
競
業
準
備
は
、

退
職
後
の
職
業
活
動
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
の
一
環
と
し
て
の
転

職
の
自
由
に
対
す
る
一
定
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
、
裁
判
例
は
、
従
業
員
の
引
抜
き
に

つ
き
、
個
人
の
転
職
の
自
由
保
障
と
企
業
の
利
益
保
護
と
の
要
請
を
調
和
し
、「
そ
の
引
抜
き
が
単
な
る
転
職
の
勧
誘
の
域
を
越
え
、

社
会
的
相
当
性
を
逸
脱
し
極
め
て
背
信
的
方
法
で
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
実
行
し
た
会
社
の
幹
部
従
業
員
は
雇
用
契
約
上
の

誠
実
義
務
に
違
反
し
た
も
の
と
し
て
、
債
務
不
履
行
あ
る
い
は
不
法
行
為
責
任
を
負
う
」
と
い
う
判
断
基
準
を
示
し
た）

7
（

。
ま
た
、
在

職
中
の
顧
客
の
勧
誘
・
収
奪
も
、
同
様
に
自
由
競
争
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
な
ど
し
て
使
用
者
に
対
す
る
背
信
行
為
に
あ
た
る
場
合
に

は
労
働
者
の
雇
用
契
約
上
の
付
随
義
務
違
反
を
構
成
し
う
る）

（
（

。
な
お
、
退
職
後
の
顧
客
勧
誘
は
、
正
に
競
業
行
為
と
し
て
競
業
避
止

特
約
の
一
類
型
で
あ
る
顧
客
勧
誘
禁
止
特
約
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る）

（
（

。
退
職
後
の
従
業
員
引
抜
き
も
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ

て
禁
止
さ
れ
る
場
合）

（1
（

や
、
不
法
行
為
責
任
を
構
成
す
る
場
合）

（（
（

が
あ
る
と
い
え
る
。

　

使
用
者
に
お
け
る
企
業
秩
序
維
持
の
問
題
と
し
て
、
在
職
中
の
競
業
に
か
ぎ
ら
ず
兼
業
（
二
重
就
職
）
し
て
い
る
労
働
者
に
対
し

て
使
用
者
が
懲
戒
処
分
（
労
働
契
約
法
一
五
条
）
を
行
い
、
そ
の
効
力
が
争
わ
れ
る
場
合
も
多
い
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
は
、
従

来
の
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
の
よ
う
に
就
業
規
則
に
包
括
的
な
無
許
可
兼
業
の
禁
止
を
定
め
、
こ
れ
を
懲
戒
事
由
と
し
て
い
る
こ
と

が
一
般
的
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
裁
判
例
は
、
使
用
者
に
対
し
て
誠
実
に
労
働
す
る
義
務
を
負
う
労
働
者
の
労
務
提
供
が
不
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能
・
不
完
全
に
な
る
事
態
や
、
使
用
者
が
も
つ
企
業
秘
密
の
漏
洩
・
使
用
者
の
信
用
の
毀
損
な
ど
に
よ
っ
て
企
業
秩
序
が
乱
さ
れ
る

事
態
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
無
許
可
兼
業
禁
止
規
定
も
合
理
的
で
有
効
で
あ
る
と
解
し
つ
つ
、
労
働
時
間
外
に
お
け
る
労
働
者
の

私
生
活
上
に
お
け
る
自
由
を
尊
重
す
る
見
地
か
ら
、
同
規
定
の
下
で
許
可
が
必
要
な
兼
業
と
は
、
労
働
者
の
労
務
提
供
に
格
別
の
支

障
を
来
す
か
、
使
用
者
の
企
業
秩
序
に
影
響
が
生
じ
る
態
様
・
程
度
の
も
の
を
い
う
、
と
い
っ
た
当
該
規
定
の
限
定
解
釈
が
行
わ
れ

て
き
た）

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
限
定
解
釈
の
下
で
禁
止
さ
れ
た
無
許
可
兼
業
に
該
当
す
る
の
は
、
典
型
的
に
は
、
労
務
提
供
に
支
障
が
生
じ

る
よ
う
な
長
時
間
労
働
を
伴
う
兼
業）

（1
（

や
同
業
他
社
へ
の
二
重
就
職）

（1
（

な
ど
で
あ
る
。
た
だ
、
同
業
他
社
へ
の
二
重
就
職
を
含
む
競
業
行

為
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
な
限
定
解
釈
を
行
う
こ
と
な
く
、
禁
止
さ
れ
た
兼
業
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
も
の
が
多
い）

（1
（

。
従
業

員
引
抜
き
な
ど
の
競
業
準
備
に
つ
い
て
も
、
限
定
解
釈
な
し
に
懲
戒
事
由
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る）

（1
（

。

　

退
職
後
に
競
業
し
た
労
働
者
に
対
し
て
は
、
使
用
者
が
（
競
業
避
止
義
務
違
反
そ
の
も
の
の
効
果
と
し
て
で
は
な
く
）
退
職
金
規
程

に
定
め
ら
れ
た
支
給
条
件
に
基
づ
き
、
退
職
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
に
す
る
（
ま
た
は
、
支
給
後
に
不
支
給
事
由

が
判
明
す
る
な
ど
し
て
支
給
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
不
当
利
得
（
民
法
七
〇
三
条
）
の
返
還
を
求
め
る
）
と
い
う
対
抗
手
段
を
と
る
場
合
が

少
な
く
な
い
。
労
働
者
が
在
職
中
に
競
業
行
為
そ
の
も
の
や
競
業
準
備
を
行
っ
た
場
合
に
も
、
当
該
労
働
者
を
懲
戒
解
雇
し
た
う
え

で
、
ま
た
は
懲
戒
解
雇
事
由
に
相
当
す
る
と
し
て
、
退
職
後
の
競
業
と
同
様
に
そ
の
退
職
金
の
不
支
給
と
い
う
手
段
が
と
ら
れ
る
場

合
が
あ
る
。
退
職
金
を
不
支
給
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
裁
判
例
は
、
多
く
の
退
職
金
に
つ
い
て
賃
金
後
払
的
性

格
と
と
も
に
功
労
報
償
的
性
格
を
も
併
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
在
職
中
と
退
職
後
と
の
い
ず
れ
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
の
行

為
が
そ
の
過
去
の
勤
続
の
功
労
を
抹
消
な
い
し
減
殺
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
著
し
く
信
義
に
反
す
る
行
為
（
背
信
行
為
）
が
あ
っ
た
場

合
に
か
ぎ
り
、
当
該
退
職
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
不
支
給
に
で
き
る
、
と
不
支
給
事
由
を
限
定
解
釈
し
て
い
る）

（1
（

。

　

前
記
の
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
改
定
自
体
は
、
何
ら
法
的
な
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
兼
業
・
副
業
の
原
則
的
容
認
と

例
外
的
な
禁
止
・
制
限
事
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の
解
釈
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る）

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
例
や
「
モ
デ
ル
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就
業
規
則
」
で
は
な
お
未
解
決
と
な
っ
て
い
る
競
業
差
止
め
（
改
正
前
民
法
四
一
四
条
三
項
、
改
正
民
事
執
行
法
一
七
一
条
一
項
二
号
参

照
）
の
可
否
や
競
業
な
ど
に
よ
る
損
害
の
立
証
と
認
定
の
ほ
か
、
裁
判
例
が
行
っ
て
き
た
限
定
解
釈
や
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
の
禁

止
・
制
限
事
由
に
よ
る
兼
業
・
副
業
に
対
す
る
制
限
の
限
界
な
ど
が
今
後
の
課
題
と
な
り
う
る
。

　

一
方
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
で
副
業
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
前
記
の
よ
う
な
背
景
と
は
異
な
り
、
困
窮
す
る
労
働
者
層

が
生
計
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
副
業
・
兼
業
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
っ
て
そ
れ
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
れ
を
受

け
、
労
働
者
の
競
業
行
為
や
競
業
準
備
行
為
、
兼
業
・
副
業
に
関
し
、
よ
り
活
発
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
各
州
の
判
例
法
で
も
そ
の

ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
の
ル
ー
ル
は
、
主
と
し
て
労
働
者
の
忠
実
義
務
（duty�of�loyalty

）
か
ら
導
か
れ
て
お
り
、
労
働

者
が
使
用
者
に
対
し
て
負
う
広
く
一
般
的
な
義
務
な
い
し
第
一
次
的
な
役
務
提
供
そ
の
も
の
で
は
な
い
義
務
と
い
う
点
に
お
い
て
、

前
記
の
誠
実
義
務
に
近
似
す
る
概
念
と
い
え
そ
う
で
あ
る）

1（
（

。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
忠
実
義
務
の
解
釈
は
、
日
本
に
お
け
る
労
働

者
の
誠
実
労
働
義
務
に
対
し
て
一
定
の
示
唆
を
与
え
う
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
州
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
そ
の
ル
ー
ル
の
違
い
を
ふ
ま
え
て
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W

））
11
（

も
労
働
者
の
忠

実
義
務
や
労
働
者
の
競
業
・
競
業
準
備
、
兼
業
・
副
業
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
述
べ
て
い
る
。

㈡　

本
稿
の
検
討
対
象
と
構
成

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
四
年
に
策
定
さ
れ
、
翌
二
〇
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
素
材
に）

11
（

、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
信
認
（fiduciary

）
お
よ
び
黙
示
的
な
契
約
（im

plied�contractual

）
に
基
づ
く
忠
実
義
務
を
根
拠
と
す
る
在

職
中
の
労
働
者
に
よ
る
競
業
行
為
・
競
業
準
備
行
為
や
兼
業
・
副
業
の
制
限
と
そ
れ
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
検
討
す
る）

11
（

。
具
体
的

に
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
法
に
お
け
る
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
そ
の
も
の
の
位
置
づ
け
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
と

在
職
中
の
競
業
・
競
業
準
備
お
よ
び
兼
業
・
副
業
に
関
連
す
る
条
項
の
試
訳
を
行
う
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
一
般
的
（
と
さ
れ
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て
い
る
）
理
解
を
考
察
す
る
。

　

本
稿
の
検
討
対
象
と
な
る
「
競
業
」
や
「
兼
業
」
な
ど
の
概
念
に
関
し
て
は
、
在
職
中
の
労
働
者
に
よ
る
業
務
外
に
お
け
る
活
動

態
様
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
う
る
が
、
大
ま
か
に
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
在
職
中
の
労
働
者
に
よ
る
、

①
使
用
者
の
同
業
他
社
に
お
い
て
役
務
を
提
供
す
る
（
自
ら
営
業
す
る
か
、
役
員
任
用
・
委
任
、
雇
用
な
ど
の
契
約
に
基
づ
き
当
該
同
業

他
社
に
対
し
て
役
務
を
提
供
す
る
な
ど
。）「
競
業
行
為
」、
②
近
い
将
来
に
お
け
る
使
用
者
と
の
同
種
事
業
・
競
合
事
業
の
独
立
開
業

ま
た
は
使
用
者
の
同
業
他
社
へ
の
移
籍
・
転
職
に
向
け
た
、
顧
客
勧
誘
・
労
働
者
引
抜
き
な
ど
の
「
競
業
準
備
行
為
」、
③
使
用
者

の
同
業
他
社
で
は
な
い
会
社
に
お
い
て
役
務
を
提
供
す
る
（
前
記
①
同
様
、
自
ら
営
業
す
る
か
、
契
約
に
基
づ
い
て
当
該
会
社
に
対
し
て

役
務
を
提
供
す
る
な
ど
。）「
兼
業
」・「
副
業
」（second�job�/�m

oonlighting

）
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
の
分
類

を
前
提
に
検
討
を
進
め
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
な
性
格
や
機
能
を
有
す
る
文
献
な
の
か
、
そ
の
な
か

で
も
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
労
働
法
分
野
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
記
述
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
（
本
稿
二

章
）。
次
に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
発
生
し
、
そ
れ
が
労
働
者
の
ど

の
よ
う
な
行
為
を
制
限
し
て
い
る
の
か
（
本
稿
三
章
）、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
法
的
効
果
が
生
じ
る
の

か
（
本
稿
四
章
）
を
順
次
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
日
本
法
と
の
比
較
を
試
み
た
い
（
本
稿
五
章
）。

二　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
は

㈠　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
は

　

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
」
と
は
何
か
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
法
の
再
述　

R
EST

A
T
EM
EN
T
S� O
F� T
H
E�
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L
A
W

）
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
判
例
法
を
、
条
文
の
形
で
、
正
に
「
再
び
記
述
す
る
（restate

）」
文
献
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
法

律
協
会
（A

LI

：A
m

erica�Law
�Institute�

以
下
「
Ａ
Ｌ
Ｉ
」
と
い
う）

11
（

。）
が
、
そ
の
最
も
伝
統
的
な
事
業
と
し
て
そ
の
策
定
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
コ
モ
ン
ロ
ー
の
法
体
系
の
下
で
判
例
法
主
義
を
採
用
し
、
多
く
の
事
項
が
州
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
州
ご
と
の
判
例
法
の
違
い
か
ら
混
乱
が
生
ま
れ
て
い
る
。
判
例
法
を
明
確
に
定
式
化
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
の
が
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
あ
る）

11
（

。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
判
例
法
が
法
源
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
法
分

野
に
つ
い
て
、
各
法
分
野
の
第
一
人
者
（
裁
判
官
・
弁
護
士
・
研
究
者
）
が
、
各
州
の
判
例
を
整
理
し
、
多
数
の
州
法
で
採
用
さ
れ
て

い
る
判
例
法
準
則
（
ま
た
は
、
時
と
し
て
あ
る
べ
き
法
）
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
（Black�Letter

）」
と
呼
ば
れ
る
条
文
の
形
式
で
記

述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
記
述
に
は
、
当
該
記
述
の
内
容
や
理
由
を
説
明
す
る
「
注
釈
（Com

m
ents

）」、
具
体
的
事
例
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
当
該
記
述
が
適
用
さ
れ
る
の
か
を
説
明
す
る
「
設
例
（Illustrations

）」、
当
該
記
述
の
歴
史
を
示
し
た
り
当
該
記

述
を
導
い
た
判
例
を
引
用
し
た
り
す
る
「
起
草
者
注
記
（Reporters

’�Notes

）」
な
ど
も
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
は
ほ
か
の
法
分
野
の
も
の
と
の
一
貫
性
が
保
た
れ
る
よ
う
に
策
定
さ
れ
る）

11
（

。

　

も
っ
と
も
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
自
体
は
民
間
団
体
で
あ
り
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
立
法
府
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

制
定
法
の
よ
う
に
法
源
と
し
て
の
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
二
次
資
料
（secondary�source

）
に
過
ぎ
な
い
。
も
っ
と

も
、
不
法
行
為
法
（T

orts

）
や
契
約
法
（Contracts

）
を
中
心
に
、
実
際
の
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
の
意
見
の
な
か
で
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
多
々
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
事
実
上
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

カ
法
の
統
一
お
よ
び
発
展
に
も
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
る）

11
（

。

　

第
一
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
は
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
設
立
と
と
も
に
一
九
二
三
年
に
開
始
さ
れ
て
一
九
四
四
年
ま
で
行
わ
れ
、
第
二
次

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
一
九
八
七
年
以
降
に
、
そ
れ
ぞ
れ
策

定
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
さ
ら
に
、
二
〇
一
八
年
に
は
第
四
次
ア
メ
リ
カ
外
国
関
係
法
（Foreign�Relations�Law

�of�the�U
nited�States

）
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リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
発
刊
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
し
て
、
雇
用
法
（Em

ploym
ent�Law

）
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
第
三
次
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
て
初
め
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
「
第
三
次
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
」
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
は
草
稿
段
階
ま
で
で
あ
る）

1（
（

。
そ
の
後
Ａ
Ｌ
Ｉ
で
こ
の
付
番
の
方
針
が
改
め
ら
れ
た）

11
（

た

め
、
最
終
的
に
「
第
三
次
（T

hird

）」
と
い
う
部
分
は
削
除
さ
れ
た
。

㈡　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
目
的
と
内
容

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
そ
の
は
し
が
き
の
な
か
で
そ
の
策
定
の
契
機
に
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
三

月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
のSam

uel�Estreicher

教
授
が
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
初
期
の
提
案
を
行
っ
た
時

に
、
代
理
法
（A

gency

）、
不
法
行
為
法
、
契
約
法
、
不
正
競
争
法
（U

nfair�Com
petition

）
な
ど
、
ほ
か
の
法
分
野
の
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
雇
用
問
題
の
取
扱
い
だ
け
で
は
も
は
や
不
十
分
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
民
間
企

業
に
お
け
る
団
体
交
渉
の
衰
退
、
随
意
雇
用
（at-w

ill�em
ploym

ent

）
の
例
外
の
拡
大
、
雇
用
関
係
の
性
質
の
変
化
、
労
働
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
お
よ
び
雇
用
終
了
後
の
競
業
制
限
に
対
す
る
長
期
的
な
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
は
し

が
き
に
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
弁
護
士
と
裁
判
所
向
け
の
必
要
不
可
欠
な
手
引
き
を
提
供
す
る
た
め
の
権
威
の
あ
る

文
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
二
〇
一
四
年
五
月
の
年
次
会
議
で

最
終
承
認
を
経
た）

11
（

。

　

ま
た
、
起
草
者
で
も
あ
っ
た
同
教
授
ら
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
事
業
の
「
目
標
は
、
法
を
記
述
し
、
明
確
化
し
、

調
和
し
、
現
代
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
特
定
の
方
向
に
実
質
的
に
修
正
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
『
す
べ
き
は
な
い
』
活

動
だ
っ
た
。
我
々
は
立
法
過
程
の
補
佐
官
で
も
立
法
府
の
メ
ン
バ
ー
で
も
な
か
っ
た
。
我
々
は
、
雇
用
法
が
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考

え
た
も
の
に
個
人
的
な
刻
印
を
押
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
統
一
的
で
一
貫
し
た
法
を
記
述
し
よ
う
と
し
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
起
草
者
は
単
な
る
代
書
人
で
も
な
い
。
五
〇
州
の
法
を
記
述
し
、
要
約
し
、
明
確
化
す
る
に
は
、
選
択
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
我
々
は
、
よ
り
良
く
、
よ
り
賢
明
な
選
択
を
し
よ
う
と
努
め
た
。
主
要
な
目
標
は
、
五
〇
州
に
お
け
る
雇
用
法
の
決
定

版
に
共
通
の
用
語
と
枠
組
み
を
与
え
る
と
と
も
に
、
全
国
の
裁
判
官
や
弁
護
士
に
と
っ
て
機
能
し
、
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
判
決
か
ら

解
明
さ
れ
た
原
則
の
公
式
を
提
示
す
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（Labor�Law

�Group

）
11
（

）
は
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
策
定
事
業
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
他
分
野
に
は
な
い
雇
用
関
係
の
特
性）

11
（

と
し
て
し
ば
し
ば
労
使
間
に
交
渉
力
格

差
が
あ
る
上
、
現
在
の
経
済
構
造
の
変
容
に
伴
っ
て
そ
の
関
係
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
法
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、

望
ま
し
く
な
い
形
で
法
を
「
凍
結
さ
せ
る
」
に
至
り
、
法
の
発
展
を
萎
縮
さ
せ
る
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た

こ
と）

11
（

、
雇
用
法
と
労
働
法
は
一
貫
し
た
構
造
や
理
論
的
基
盤
に
欠
け
て
い
る
の
で
、
雇
用
法
お
よ
び
労
働
法
（Labor�Law

）
に
つ

い
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
事
業
と
し
て
、「
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
」
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
雇
用
法
・
労
働
法
、
連
邦
法
・
州
法
、
集
団

法
・
個
別
法
、
憲
法
・
制
定
法
・
コ
モ
ン
ロ
ー
に
つ
い
て
法
の
原
理
と
目
的
を
発
展
さ
せ
る
「
法
の
原
理
（Principles�of�the�

Law

）」
を
策
定
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と）

11
（

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

法
の
「
凍
結
」
に
な
る
と
い
う
前
記
批
判
に
対
し
、
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
は
、
労
働
法
分
野
に
お
け
る
州
の
コ

モ
ン
ロ
ー
は
、
有
意
義
な
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
策
定
で
き
る
ほ
ど
に
十
分
に
安
定
し
て
お
り
、
一
二
年
以
上
に
わ
た
る
雇
用
法
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
策
定
過
程
の
な
か
で
、
各
章
の
草
案
に
は
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
変
更
に
は
判
例
法
の
新

し
い
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

雇
用
法
は
制
定
法
と
コ
モ
ン
ロ
ー
と
が
混
在
す
る
法
体
系
で
あ
る
と
こ
ろ
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
と
さ
れ
た
の
は
雇
用
法
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
み
で
、
制
定
法
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い）

11
（

。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
次
の

内
容
を
記
述
し
て
お
り
、
そ
の
全
体
の
規
定
数
は
六
〇
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
各
章
に
お
け
る
規
定
数
）。
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一
章　

雇
用
関
係
の
存
在
（
四
）

二
章　

雇
用
契
約
：
終
了
（
七
）

三
章　

雇
用
契
約
：
報
酬
お
よ
び
給
付
（
五
）

四
章　

労
働
者
に
対
す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
に
関
す
る
使
用
者
の
責
任
の
原
則
（
六
）

五
章　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
に
違
反
す
る
違
法
な
解
雇
に
よ
る
不
法
行
為
（
三
）

六
章　

名
誉
毀
損
、
不
法
な
妨
害
お
よ
び
不
実
表
示
（
六
）

七
章　

労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
お
よ
び
自
主
性
（
八
）

八
章　

労
働
者
の
義
務
お
よ
び
競
業
避
止
特
約
（
一
一
）

九
章　

救
済
（
一
〇
）

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
う
ち
労
働
者
の
忠
実
義
務
に
基
づ
く
競
業
ま
た
は
兼
業
・
副
業
の
制
限
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
規
定
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
。
ま
ず
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
の
内
容
を
記
述
し
た
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
章
の
八
・
〇
一
条
お
よ
び

在
職
中
の
労
働
者
に
よ
る
現
使
用
者
に
対
す
る
競
業
に
つ
い
て
記
述
し
た
同
章
の
八
・
〇
四
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
本
稿
三
章
）。

次
に
、
労
働
者
に
忠
実
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
使
用
者
の
法
的
手
段
に
つ
い
て
記
述
し
た
同
九
章
の
九
・
〇
七
条
な
い
し
九
・

一
〇
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
本
稿
四
章
）。

三　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
と
競
業
・
兼
業
制
限

㈠　

忠
実
義
務
の
根
拠
（
八
・
〇
一
条
ａ
項
）

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
章
は
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
、
競
業
避
止
特
約
（Restrictive�Covenants

）、
営
業
秘
密
（T

rade�
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Secrets

）、
職
務
発
明
（Em

ployee�Inventions

）
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る）

1（
（

。
そ
し
て
、
同
章
の
冒
頭
に
忠
実
義
務
に
つ
い
て
の

記
述
を
置
く）

11
（

こ
と
に
よ
っ
て
特
に
忠
実
義
務
を
重
要
視
し
て
お
り）

11
（

、
そ
の
冒
頭
の
規
定
で
あ
る
八
・
〇
一
条
は
、
ａ
項
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
内
容
を
記
述
し
て
い
る
。

八
・
〇
一
条
（
使
用
者
に
対
す
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
）

　

⒜　

�

使
用
者
と
の
信
用
（trust

）
お
よ
び
信
頼
（confidence

）
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
労
働
者
は
、
そ
の
雇
用
に
関
連
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
信
認
忠
実
義
務
（fiduciary�duty�of�loyalty

）
を
使
用
者
に
対
し
て
負
う
。
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
保
有
す
る
に
至
っ
た

そ
の
他
の
労
働
者
は
、
当
該
営
業
秘
密
に
関
し
、
限
定
的
な
信
認
忠
実
義
務
を
負
う
。
さ
ら
に
、
労
働
者
は
、
当
該
雇
用
上
の
地
位

の
性
質
に
応
じ
、
そ
の
雇
用
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
黙
示
的
な
契
約
上
の
忠
実
義
務
（im

plied�contractual�duty�of�
loyalty

）
を
使
用
者
に
対
し
て
負
う
こ
と
が
あ
る
。

　

⒝　

�（
略
）

　

⒞　

�

労
働
者
の
忠
実
義
務
は
、
五
章
に
定
め
ら
れ
、
雇
用
法
そ
の
ほ
か
の
法
に
基
づ
く
労
働
者
の
権
利
お
よ
び
責
任
、
な
ら
び
に
、
規
制

当
局
と
協
同
す
る
法
に
定
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
お
よ
び
特
権
と
一
致
す
る
方
法
で
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

11
（

。

　

こ
の
ａ
項
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
を
負
う
労
働
者
に
は
、
①
使
用
者
と
の
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に

あ
る
労
働
者
、
②
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
労
働
者）

11
（

、
③
そ
の
雇
用
上
の
地
位
の
性
質
に
応
じ
て
黙
示
的
な
契
約

上
の
忠
実
義
務
を
負
い
う
る
労
働
者
の
三
類
型
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
❶
雇
用
に
関
連
し
て
信
認）

11
（

忠
実
義
務
、
❷
当
該
営

業
秘
密
に
関
し
て
限
定
的
な
信
認
忠
実
義
務
、
❸
雇
用
に
関
連
し
て
（
信
認
性
の
な
い
）
忠
実
義
務
を
負
う
。

　

こ
れ
ま
で
労
働
者
の
忠
実
義
務
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（R

EST
A
T
EM
EN
T�

（T
H
IRD

）� O
F�A

GEN
CY

）
に

お
い
て
、
全
て
の
労
働
者
を
代
理
人
（agent

）
と
み
な
し
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
全
て
に
使
用
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
を
負
わ
せ
る
（
そ
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の
う
え
で
、
労
働
者
の
地
位
や
、
労
働
者
に
利
用
権
限
が
あ
る
使
用
者
の
財
産
の
性
質
、
労
働
者
の
業
務
に
要
求
さ
れ
る
裁
量
の
度
合
い
な
ど

に
よ
っ
て
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
変
わ
る
）、
と
い
う
立
場
が
と
ら
れ
て
い
た）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
メ
ン
ト
で
は
、
代

理
法
な
ど
の
理
解
は
、
当
該
労
働
者
が
前
記
①
な
い
し
③
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
を
判
断
す
る
た
め
の
事
実
関
係
の
分
析
に
代

わ
り
う
る
も
の
で
は
な
い
、
と
理
解
し
て
い
る）

11
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
従
来
は
雇
用
関
係
に
お
い
て
忠
実
義
務
を
定
義
す
る
最
小
限

の
法
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
全
て
の
労
働
者
が
代
理
人
と
し
て
使
用
者
に
対
す
る
忠
実

義
務
を
負
う
と
い
う
一
般
的
な
代
理
法
理
か
ら
重
要
な
新
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る）

11
（

。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
は
、
前
記
①
な
い
し
③
の
分
類
の
よ
う
に
、
労
働
実
態
の
よ
り
細
か
く
、
よ
り
常
識
的
な
分
析
の
下
で）

11
（

、
忠
実
義
務
の
一
般
論

の
み
に
終
始
せ
ず
、
労
働
者
の
地
位
な
ど
に
応
じ
た
個
別
的
な
忠
実
義
務
論
を
展
開
し
た
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る）

1（
（

。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
会
社
で
労
働
者
（em

ployee

）
と
し
て
活
動
す
る
者
は
、
最
高
執
行
責
任
者
（chief�operating�

offi
cer

）
か
ら
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に
従
事
す
る
低
所
得
従
業
員
ま
で
お
り）

11
（

、
そ
れ
ら
は
、
裁
量
に
伴
う
責
任
・
業
務
や
、
会
社
・
営

業
に
関
す
る
知
識
の
保
有
、
使
用
者
に
損
害
を
与
え
う
る
地
位
な
ど
の
点
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
八
・
〇
一
条
ａ
項
に
記
述
さ
れ
て

い
る
忠
実
義
務
は
、
厳
格
な
管
理
・
監
督
に
服
す
る
労
働
者
や
、
業
務
上
の
責
任
を
果
た
す
な
か
で
重
要
な
決
定
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
な
い
労
働
者
な
ど
、
一
般
従
業
員
（rank-and-file�em

ployee

）
に
は
ほ
と
ん
ど
適
用
が
な
い）

11
（

。
①
「
使
用
者
と
の
信
用
お
よ

び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
労
働
者
」
と
は
、
実
質
的
な
決
定
権
限
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、
管
理
・
監
督
・
専
門
そ
の
ほ
か
高

度
に
熟
練
さ
れ
た
職
責
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
厳
格
な
監
督
に
服
し
て
い
な
い
労
働
者
で
あ
る）

11
（

。
そ
の
典
型
と
し
て
は
、
公
開
会

社
の
上
席
執
行
役
員
（senior�executive�offi

cers�of�public�com
panies

）
や
使
用
者
を
代
表
し
て
取
引
の
交
渉
を
行
う
役
員
で
な

い
労
働
者
、
投
資
銀
行
家
や
有
価
証
券
仲
買
人
と
し
て
働
く
労
働
者
な
ど
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
し
て
、
信
認
忠
実
義

務
を
負
う
前
記
①
お
よ
び
②
の
労
働
者
に
該
当
し
な
く
て
も
、
も
し
当
該
雇
用
上
の
地
位
に
よ
り
使
用
者
の
財
産
を
不
正
使
用
し
た

り
自
己
契
約
に
携
わ
っ
た
り
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
③
黙
示
的
な
契
約
上
の
忠
実
義
務
を
負
う
こ
と
が
あ
る）

11
（

。
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③
黙
示
的
な
契
約
上
の
忠
実
義
務
を
負
う
労
働
者
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
信
認
義
務
に
従
う
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位

に
な
く
、
使
用
者
の
営
業
秘
密
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
限
も
付
与
さ
れ
て
い
な
い
が
、
従
業
員
割
引
の
利
用
に
つ
き
あ
る
程
度
の
裁
量
権

を
も
つ
労
働
者
は
、
使
用
者
の
財
産
の
不
正
使
用
に
よ
っ
て
、
自
己
の
利
益
を
図
る
た
め
に
当
該
従
業
員
割
引
を
使
用
し
な
い
と
い

う
黙
示
的
な
契
約
上
の
義
務
を
負
う
、
と
い
う
理
解
が
設
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

11
（

。

　

労
働
者
の
忠
実
義
務
の
正
確
な
外
延
は
、
労
働
者
の
義
務
の
範
囲
そ
の
ほ
か
雇
用
の
状
況
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る）

11
（

。

ま
た
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
は
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ｃ
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
忠
実
義
務
は
、
労
働
者
が
職
業

人
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、
一
般
国
民
の
一
員
と
し
て
、
も
っ
て
い
る
権
利
や
特
権
、
負
っ
て
い
る
義
務
と
一
致
す
る
方
法
で
解
釈

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

11
（

。
そ
の
権
利
の
な
か
に
は
、
会
社
内
で
ま
た
は
公
的
機
関
に
対
し
て
使
用
者
の
不
正
を
適
切
に
通
報
し
た

場
合
に
使
用
者
に
よ
る
報
復
的
解
雇
か
ら
守
ら
れ
る
と
い
う
五
章
に
基
づ
く
権
利
が
含
ま
れ
る）

11
（

。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
に
よ
る
適
切

な
内
部
通
報
は
使
用
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

労
働
者
が
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
使
用
者
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
を
含
む
懲
戒
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

信
認
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
者
（
前
記
①
お
よ
び
②）

1（
（

）
に
対
し
て
は
、
不
法
行
為
法
上
ま
た
は
信
認
上
の
救
済
（
九
・
〇
九
条
お
よ
び

九
・
一
〇
条
）
を
、
黙
示
的
な
契
約
上
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
者
（
前
記
③
）
に
対
し
て
は
、
契
約
上
の
救
済
（
九
・
〇
七
条
お
よ

び
九
・
〇
八
条
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
る）

11
（

。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
い
う
「
忠
実
義
務
」
は
、
信
認
関
係
（fiduciary�relationship

）
か
ら
だ
け
で
な
く
、
広
く
契
約

関
係
か
ら
も
生
じ
う
る
付
随
的
義
務
と
解
さ
れ
て
お
り
、
信
認
性
を
前
提
と
し
な
い
忠
実
義
務
と
い
う
も
の
も
観
念
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

こ
こ
で
の
信
認
性
は
忠
実
義
務
の
発
生
根
拠
を
特
定
し
、
そ
の
義
務
内
容
を
画
定
す
る
機
能
を
営
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
信
認
性
は
、

後
記
の
利
益
の
吐
出
し
（
九
・
〇
九
条
ｄ
項
）
な
ど
の
特
別
の
救
済
を
認
め
る
と
い
う
形
で
、
救
済
を
強
化
す
る
意
義
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
信
認
性
に
関
連
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
忠
実
義
務
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。
労
働
者
に
信
認
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忠
実
義
務
を
課
そ
う
と
す
る
個
別
労
働
契
約
や
一
方
的
な
規
則
（statem

ent

）
の
効
力
と
い
う
問
題
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い）

11
（

と
こ
ろ
、
個
別
労
働
契
約
の
条
項
に
よ
り
伝
統
的
な
信
認
義
務
を
排
除
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
慎
重
論

が
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
一
般
的
な
信
認
義
務
の
内
容
と
し
て
、
受
認
者
は
受
益
者
に
対
し
て
情
報
開
示
義
務
も
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

情
報
開
示
も
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い）

11
（

。
こ
の
点
に
つ
き
、
多
く
の
労
働
者
は
使
用
者
に
提
供
す
る
べ

き
重
要
な
利
益
に
関
す
る
情
報
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
な
い）

11
（

た
め
、
信
認
忠
実
義
務
を
負
わ
な
い
労
働
者
は
、
使
用
者
に
と
っ
て
影
響

力
の
あ
る
情
報
の
提
供
も
含
め
て
情
報
開
示
義
務
を
使
用
者
に
対
し
て
負
わ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

㈡　

忠
実
義
務
違
反
の
態
様
（
八
・
〇
一
条
ｂ
項
）

　

次
の
八
・
〇
一
条
ｂ
項
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
違
反
に
は
以
下
の
1
な
い
し
3
の
三
つ
の
態
様
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
同
条
ａ
項
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
忠
実
義
務
を
負
う
労
働
者
は
こ
れ
ら
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
。

八
・
〇
一
条
（
使
用
者
に
対
す
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
）

　

⒝　

次
の
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
労
働
者
は
そ
の
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
。

　
　

⑴　

�

雇
用
関
係
の
終
了
後
も
含
め
て
、
使
用
者
の
利
益
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
目
的
の
た
め
の
、
使
用
者
の
営
業
秘
密
（
八
・
〇
二
条
に

お
い
て
定
義
さ
れ
る
。）
の
開
示
ま
た
は
使
用
（
八
・
〇
三
条
）

　
　

⑵　

�

使
用
者
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
間
の
使
用
者
と
の
競
業
（
八
・
〇
四
条
）

　
　

⑶　

�

使
用
者
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
地
位
の
利
用
に
よ
る
使
用
者
の
有
形
無
形
の
財
産
の
不
正
使
用
（m

isappropriating

）
ま
た

は
そ
の
ほ
か
の
自
己
取
引
（self-dealing

）
へ
の
従
事）

11
（
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1　

使
用
者
の
利
益
に
反
す
る
目
的
で
の
営
業
秘
密
の
開
示
・
使
用
（
退
職
後
も
含
む
）（
八
・
〇
三
条
ａ
項
）

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
使
用
者
の
営
業
秘
密
（「
秘
密
情
報
（confidential�inform

ation

）」
は
含
ま
れ
な
い）

11
（

。）
の
保

持
も
忠
実
義
務
（
信
認
忠
実
義
務
）
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
営
業
秘
密
保
護
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
が
統
一
営
業
秘
密
法
（U

T
SA

：U
niform

�T
rade�Secrets�A

ct

）
1（
（

）
で
あ
る
。
同
法
は
、
統
一
州
法
委
員
会
全
国
会
議

（N
CCU

SL

：N
ational�Conference�of�Com

m
issioners�on�U

niform
�State�Law

s

）
が
、
か
つ
て
各
州
法
で
不
統
一
や
判
断
の
不

確
実
さ
に
よ
る
混
乱
が
み
ら
れ
た
営
業
秘
密
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
統
一
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
統
一
州
法
案
（
全
て
の
州
に
提
案
さ

れ
る
模
範
法
で
あ
り
、
各
州
の
州
議
会
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
州
制
定
法
と
し
て
法
律
と
な
る
。）
と
し
て
一
九
七
九
年
に
策
定

し
た
（
そ
の
後
、
一
九
八
五
年
に
改
正
さ
れ
た
）
も
の
で
あ
る）

11
（

。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
州
が
同
法
を
州
制
定
法
と
し
て
採

択
し
て
い
る）

11
（

。
同
法
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
使
用
者
の
営
業
秘
密
保
護
の
基
本
原
理
を
成
文
化
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
ま
た
は
労

働
者
で
あ
っ
た
者
（
退
職
労
働
者
）
に
よ
る
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
対
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
不
法
行
為
の
訴
訟
原
因
に
専
占
す

る
も
の
で
あ
る）

11
（

。
そ
の
た
め
、
同
法
を
採
択
し
て
い
る
法
域
で
は
、
労
働
者
に
よ
る
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
ま
た
は
不
適
切
な
開
示

を
主
張
す
る
使
用
者
は
、
通
常
、
当
該
不
正
開
示
ま
た
は
使
用
に
よ
る
忠
実
義
務
違
反
に
基
づ
く
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
訴
え
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
当
該
法
域
の
営
業
秘
密
法
に
基
づ
く
訴
え
を
提
起
す
る）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
専
占
ル
ー
ル
を
定
め
る
統
一
営
業
秘
密
法
を

採
択
し
て
い
な
い
法
域
で
は
、
使
用
者
は
、
八
・
〇
三
条
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
の
違
反
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け

た
も
の
と
し
て
、
不
法
行
為
ま
た
は
信
認
義
務
違
反
を
根
拠
に
、
差
止
め
を
含
む
、
適
切
な
法
的
救
済
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
す
る

（
九
・
〇
九
条
ま
た
は
九
・
一
〇
条
）
こ
と
に
な
る）

11
（

。

　

統
一
営
業
秘
密
法
に
加
え
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
・
発
刊
後
の
二
〇
一
六
年
に
営
業
秘
密
防
衛
法
（D

T
SA

：

D
efend�T

rade�Secrets�A
ct�of�（0（6

）
11
（

）
が
成
立
し
、
同
時
に
施
行
さ
れ
た）

11
（

。
そ
れ
ま
で
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
営
業
秘
密
法
と
し
て
は

一
九
九
六
年
の
経
済
ス
パ
イ
法
（EEA

：Econom
ic�Espionage�A

ct�of�（（（6

）
11
（

）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
刑
事
制
裁
を
定
め
た
の
み
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で
民
事
上
の
救
済
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
国
際
的
・
州
際
的
に
行
わ
れ
う
る
営
業
秘
密
の
窃
取
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
立

法
と
し
て
は
不
十
分
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
営
業
秘
密
防
衛
法
は
こ
の
経
済
ス
パ
イ
法
を
改
正
す
る
形
で
民
事
上
の

救
済
を
新
設
し
た
制
定
法
で
あ
る）

11
（

。
営
業
秘
密
防
衛
法
は
連
邦
法
だ
が
州
法
に
専
占
す
る
も
の
で
は
な
い）

1（
（

た
め
、
州
法
上
の
営
業
秘

密
法
が
今
後
も
存
続
し
、
民
事
救
済
は
営
業
秘
密
防
衛
法
に
基
づ
く
も
の
と
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
そ
の
関
係
規
定
（
八
・
〇
二
条
〔
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
定
義
〕
お
よ
び
八
・
〇
三
条
〔
労
働
者

ま
た
は
退
職
労
働
者
に
よ
る
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
開
示
も
し
く
は
使
用
〕）
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
注
釈
に
よ
り
、
八
・
〇
一
条
ｂ
項
一

号
を
具
体
化
す
る
形
で
、
営
業
秘
密
の
定
義
や
開
示
・
使
用
禁
止
の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
法
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
は
別
に
営
業
秘
密
保
護
を
規
律
す
る
第
三
次
不
正
競
争
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト）

11
（

も
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、

「
営
業
秘
密
」
の
定
義
な
ど
、
営
業
秘
密
の
開
示
・
使
用
に
よ
る
忠
実
義
務
違
反
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る）

11
（

。

　

も
っ
と
も
、
本
稿
で
は
次
の
点
だ
け
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
使
用
者
の
営
業
秘
密

の
不
正
な
開
示
・
使
用
を
忠
実
義
務
違
反
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、
退
職
後
の
労
働
者
に
も
、
営
業
秘
密
の
保
持
の
点
に
か

ぎ
っ
て
使
用
者
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
が
残
存
す
る
、
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る）

11
（

。

2　

在
職
中
の
競
業
（
八
・
〇
四
条
）

⑴
　
原
　
則

　

在
職
中
の
労
働
者
は
、
そ
の
労
働
時
間
中
に
競
業
者
の
た
め
に
労
働
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）

11
（

。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
よ
う
な
競
業

は
、
合
意
に
基
づ
く
報
酬
お
よ
び
給
付
と
引
換
え
に
労
働
者
が
労
働
時
間
中
に
使
用
者
の
指
揮
命
令
に
服
す
る
と
い
う
、
雇
用
関
係

に
お
け
る
中
核
的
な
義
務
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る）

11
（

。
八
・
〇
四
条
ａ
項
は
、
こ
の
原
則
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
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八
・
〇
四
条
（
在
職
中
の
労
働
者
に
よ
る
現
使
用
者
と
の
競
業
）

　

⒜　
�

ｂ
項
お
よ
び
ｃ
項
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
使
用
者
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
同
意
な
く
、
労
働
者
が
、
使
用
者
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
間
に
、
競
業
者
の
た
め
に
労
働
し
、
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
方
法
で
使
用
者
と
競
業
し
た
場
合
、
労
働
者
は
使
用
者
に
対

す
る
忠
実
義
務
に
違
反
す
る）

11
（

。

　

以
上
の
原
則
に
対
し
て
、
以
下
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
ｂ
項
で
は
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
競
業
行
為
お
よ
び
競

業
準
備
行
為
の
範
囲
を
、
ｃ
項
で
は
、
在
職
中
の
労
働
者
に
お
い
て
競
業
お
よ
び
兼
業
・
副
業
が
許
容
さ
れ
る
要
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ

記
述
し
て
い
る
。

　

八
・
〇
四
条
に
お
い
て
議
論
の
前
提
と
な
る
概
念
の
整
理
に
つ
い
て
、
本
稿
冒
頭
で
区
別
す
る
こ
と
と
し
た
競
業
や
競
業
準
備
、

兼
業
・
副
業
が
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
はcom

petition

の
概
念
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
あ
ま
り
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
に
検
討
す
る
同
条
ａ
項
、
ｂ
項
お
よ
び
ｃ
項
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
注
釈
を
み
る
と
、
合
理
的
な
開

業
・
転
職
の
準
備
行
為
と
は
区
別
さ
れ
る
競
業
準
備
行
為
は
競
業
行
為
（com

petition�w
ith�the�em

ployer

）
の
一
類
型
と
さ
れ
て

い
る
（
同
条
ｂ
項
）。
ま
た
、
兼
業
・
副
業
（m

oonlighting
）
も
競
業
（com

petition

）
の
一
類
型
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
解
説
し

て
い
る
（
同
条
ｃ
項
の
注
釈
）。
そ
の
う
え
で
、
純
然
た
る
競
業
行
為
で
あ
ろ
う
と
、
競
業
準
備
行
為
で
あ
ろ
う
と
、
兼
業
・
副
業
で

あ
ろ
う
と
、
同
条
の
該
当
す
る
項
の
記
述
に
沿
っ
て
、「
競
業
（w

orks�for�a�com
petitor�/�com

petes�w
ith�the�em

ployer

）」（
同

条
ａ
項
）
の
違
法
性
、
す
な
わ
ち
忠
実
義
務
違
反
性
の
有
無
が
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
の
見
出

し
に
は
、「
在
職
労
働
者
に
よ
る
現
使
用
者
と
の
競
業
（Com

petition�by�Current�Em
ployee�w

ith�Current�Em
ployer

）」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
内
容
は
競
業
準
備
行
為
や
兼
業
・
副
業
も
合
わ
せ
て
想
定
し
た
（
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
中
心
と
し
て
想
定

し
た
）
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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本
稿
で
は
、
以
下
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
い
う
「
競
業
」
は
、
①
純
然
た
る
競
業
行
為
、
②
競
業
準

備
行
為
、
③
兼
業
・
副
業
に
分
類
し
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑵
　
競
業
・
副
業
が
許
さ
れ
る
場
合
と
副
業
に
対
す
る
制
限

八
・
〇
四
条
（
在
職
中
の
労
働
者
に
よ
る
現
使
用
者
と
の
競
業
）

　

⒞　

�

第
一
の
使
用
者
（first�em

ployer

）
と
の
反
対
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、
八
・
〇
一
条
ａ
項
に
基
づ
き
第
一
の
使
用
者
と
の
信
用
お

よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
労
働
者
以
外
の
労
働
者
は
、
そ
の
労
働
が
、
第
一
の
使
用
者
で
の
労
働
時
間
中
に
行
わ
れ
ず
、
第

一
の
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
使
用
ま
た
は
開
示
を
伴
わ
ず
、
そ
の
競
業
者
の
た
め
に
働
い
て
い
る
ほ
か
の
者
が
与
え
る
で
あ
ろ
う
損

害
よ
り
も
大
き
な
損
害
を
使
用
者
に
与
え
な
い
か
ぎ
り
、
第
一
の
使
用
者
の
競
業
者
の
た
め
に
、
ま
た
は
第
一
の
使
用
者
と
競
業
し

て
、
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
る）

11
（

。

　

八
・
〇
四
条
ｃ
項
に
よ
れ
ば
、
競
業
（
兼
業
・
副
業
も
含
む
と
解
さ
れ
る
。）
が
許
さ
れ
る
の
は
、
①
当
該
労
働
者
が
第
一
の
使
用

者
と
の
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
（
八
・
〇
一
条
ａ
項
第
一
文
）
に
な
く）

11
（

、
②
使
用
者
と
の
反
対
の
（
す
な
わ
ち
競
業
を
禁
止
、

制
限
す
る
旨
の
）
合
意
が
な
く
、
③
使
用
者
の
下
に
お
け
る
労
働
時
間
外
に
行
わ
れ
て
お
り
、
④
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
使
用
や
開

示
を
伴
わ
ず
、
⑤
競
業
者
の
下
で
働
く
ほ
か
の
者
と
の
比
較
に
お
い
て
当
該
労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
損
害
を
与
え

る
も
の
で
な
い
場
合
で
あ
る）

11
（

。

　

前
記
⑤
の
「
使
用
者
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
損
害
」
と
し
て
は
、
競
争
上
の
損
害
（com

petitive�harm

）
が
想
定
さ
れ
て
い
る）

1（
（

の
で
、
当
該
競
業
行
為
に
よ
っ
て
競
業
者
の
生
産
性
・
競
争
力
が
不
当
に
高
ま
っ
た
場
合
や
使
用
者
の
生
産
性
・
競
争
力
が
不
合
理

に
低
下
し
た
場
合
な
ど
が
、
使
用
者
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
損
害
を
与
え
る
場
合
に
該
当
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
競
争

上
の
損
害
を
与
え
る
典
型
的
な
行
為
で
あ
る
営
業
秘
密
の
不
正
な
開
示
・
使
用
は
要
件
④
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
要
件
⑤
は
そ
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れ
以
外
の
態
様
に
起
因
す
る
競
争
上
の
損
害
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な

兼
業
・
副
業
が
そ
の
よ
う
な
競
争
上
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
記
述
、
例
示
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
点
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
理
解
を
み
る
と
、
起
草
者
注
記
で
例
示
さ
れ
て
い
る
判
例
は
、「
労
働

者
が
、
単
に
二
つ
の
職
を
も
つ
こ
と
や
副
業
を
十
分
に
遂
行
で
き
て
い
な
い
こ
と
だ
け
で
は
不
法
行
為
を
犯
し
た
と
は
い
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
第
二
の
使
用
者
は
、
そ
の
労
働
者
が
疲
労
し
て
い
る
た
め
に
副
業
（
夜
勤
）
に
対
し
て
十
分
な
注
意
と
努
力
を
傾
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
忠
実
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
不
法
行
為
の
訴
訟
原
因
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
不

十
分
な
業
務
遂
行
は
、
単
に
二
つ
の
仕
事
で
働
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
付
随
的
事
象
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
使
用
者

の
利
益
の
た
め
に
第
二
の
使
用
者
の
利
益
に
反
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
意
図
は
な
い
。」
と
判
示
し
て
い
る）

11
（

。
こ
の
判
示
か
ら
、
複

数
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
労
働
者
が
、
別
の
仕
事
（
前
記
の
判
例
で
は
本
業
的
な
仕
事
）
に
よ
る
疲
労
が
原
因
で
労
務
提
供
に
支
障
が

生
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
実
か
ら
直
ち
に
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
使
用
者
が
、
忠
実
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
の
請
求
（
九
・
〇
七
条
、
九
・
〇
九
条
）
な
ど
が
で

き
な
い
だ
け
で
、
ア
メ
リ
カ
雇
用
法
に
お
け
る
随
意
雇
用
の
原
則
（
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
二
章
の
二
・
〇
一
条
に
て
随
意
雇

用
の
原
則
を
記
述
し
て
い
る）

11
（

。）
の
下
で
解
雇
そ
の
ほ
か
の
懲
戒
を
行
う
こ
と
は
な
お
可
能）

11
（

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
冒
頭
で
み
た
と

お
り
、
懲
戒
が
制
限
さ
れ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
も
、
兼
業
・
副
業
が
長
時
間
に
及
ぶ
な
ど
し
て
労
務
提
供
に
支
障
を
来
す
態
様
・

程
度
に
至
れ
ば
、
無
許
可
兼
業
禁
止
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
懲
戒
処
分
は
行
い
う
る
。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
営
業
秘
密
に
該
当
し
な
い
秘
密
情
報
は
信
認
忠
実
義
務
（
八
・
〇
一
条
ａ
項
第
二
文
）
に
よ

る
保
護
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い）

11
（

が
、
重
要
な
企
業
秘
密
情
報
が
同
業
他
社
の
手
に
渡
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
業
者
の
生
産
性
・
競

争
力
が
不
当
に
高
ま
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
・
〇
四
条
ｃ
項
で
想
定
さ
れ
て
い
る
競
争
上
の
損
害
は
、
一

つ
に
は
秘
密
情
報
の
漏
洩
に
よ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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八
・
〇
四
条
ｃ
項
で
は
「
第
一
の
使
用
者
（first�em

ployer

）」
が
労
働
者
の
競
業
（
お
よ
び
兼
業
・
副
業
）
か
ら
の
保
護
対
象
で

あ
る
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
意
味
合
い
や
趣
旨
に
つ
い
て
は
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
解
説
が
見
当
た

ら
な
か
っ
た
が
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
違
反
を
主
張
す
る
使
用
者
が
、
当
該
労
働
者
に
と
っ
て
何
ら
か
の
意
味
で
「
第
一
の
使
用

者
」
で
あ
る
こ
と
（
複
数
の
使
用
者
が
あ
る
場
合
に
た
と
え
ば
、
時
間
的
に
先
に
雇
用
さ
れ
た
、
も
し
く
は
、
先
に
兼
業
規
制
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
は
、
業
務
の
中
核
性
や
労
働
時
間
な
ど
の
観
点
か
ら
よ
り
本
業
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
）
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る）

11
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
第
一
の
使
用
者
」
は
原
告
と
な
る
使
用
者
な
ど
労
働
者
の
忠
実
義
務
違
反
を
主
張
す
る
者
と
い
う
意

味
し
か
も
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

使
用
者
が
労
働
者
の
副
業
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
八
・
〇
六
条
（
雇
用
契
約
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
）
お

よ
び
八
・
〇
七
条
（
競
業
避
止
特
約
の
た
め
に
保
護
に
値
す
る
利
益
）
に
基
づ
い
て
有
効
な
合
意
を
得
る）

11
（

か
、
副
業
に
対
す
る
ポ
リ

シ
ー
を
公
表
し
、
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

11
（

。
こ
れ
は
、
使
用
者
と
の
反
対
の
合
意
が
な
い
こ
と
と
い
う
前
記
②
の
要
件
と
関
連

す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　

本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
就
業
規
則
に
無
許
可
兼
業
禁
止
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
雇
用
法
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
労
働
者
が
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
か
、
労
働
者
の
兼

業
・
副
業
が
契
約
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
兼
業
・
副
業
が
使
用
者
に
対
す
る
義
務
と
衝
突
し
そ
う
な
と
き
に
は
、
労
働
者
は
、

使
用
者
に
対
し
て
通
知
を
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
し
て
、
八
・
〇
四
条
ｃ
項
に
述
べ
ら
れ
る
ル
ー
ル
に
か
か
わ

ら
ず
、
労
働
協
約
に
、
兼
業
・
副
業
に
対
す
る
制
限
が
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
は
通
常
、
労
働
者
が
兼
業
・
副
業
を
行
う

の
に
先
立
っ
て
労
働
者
が
報
告
す
る
こ
と
と
使
用
者
が
許
可
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
定
め
て
い
る）

（11
（

。

⑶
　
競
業
行
為
の
態
様

　

ア
メ
リ
カ
の
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
競
業
行
為
な
い
し
競
業
準
備
行
為
の
態
様
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
、
使
用
者
の
顧
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客
の
勧
誘
や
労
働
者
の
引
抜
き
を
記
述
し
て
い
る
。

八
・
〇
四
条
（
在
職
中
の
労
働
者
に
よ
る
現
使
用
者
と
の
競
業
）

　

⒝　

�
ａ
項
に
基
づ
く
使
用
者
と
の
競
業
は
、
顧
客
の
業
務
を
競
業
者
に
流
出
さ
せ
る
た
め
の
使
用
者
の
顧
客
の
勧
誘
（solicitation

）
お

よ
び
競
業
者
の
た
め
に
労
働
す
る
ほ
か
の
労
働
者
の
引
抜
き
（recruitm

ent

）
を
含
む
が
、
使
用
者
と
競
業
す
る
労
働
者
ま
た
は

労
働
者
集
団
に
よ
る
合
理
的
な
準
備
は
含
ま
れ
な
い）

（1（
（

。

　

在
職
中
の
労
働
者
は
、
そ
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
競
業
す
る
た
め
に
合
理
的
な
準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
る）

（10
（

。
こ
の
こ
と
を
雇

用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
労
働
者
に
は
使
用
者
の
重
要
労
働
者
を
引
き
抜
き
、
顧
客
を
勧
誘
す
る
な
ど
、
競
業
の
合
理
的
準
備

を
行
う
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
権
利
が
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る）

（10
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
ふ
ま
え
、
八
・
〇
四
条
ｂ
項
は
、
同
条
ａ
項
の

競
業
行
為
（
競
業
準
備
行
為
を
含
む
と
解
さ
れ
る
。）
に
は
、
顧
客
勧
誘
や
労
働
者
引
抜
き
も
含
ま
れ
る
が
、
労
働
者
個
人
ま
た
は
労

働
者
集
団
に
よ
る
合
理
的
な
準
備
は
含
ま
れ
な
い
、
と
記
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
退
職
を
予

定
し
て
い
る
在
職
中
の
労
働
者
が
行
う
、
合
理
的
な
準
備
と
許
さ
れ
な
い
競
業
準
備
行
為
と
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　

使
用
者
で
の
労
働
時
間
中
や
使
用
者
の
資
源
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
競
合
す
る
新
事
業
の
た
め
に
事
務
所
や
生

産
設
備
を
設
置
し
、
出
資
を
得
る）

（10
（

こ
と
は
合
理
的
な
準
備
に
含
ま
れ
う
る）

（10
（

。
顧
客
や
ほ
か
の
労
働
者
に
対
し
、
ま
も
な
く
退
職
・
転

職
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
、
報
告
す
る
こ
と
な
ど
も
、
顧
客
勧
誘
や
労
働
者
引
抜
き
に
該
当
せ
ず
、
合
理
的
な
準
備
で
あ
る
、

と
解
さ
れ
る）

（10
（

。
他
方
、
使
用
者
に
退
職
・
転
職
の
予
定
を
通
知
し
な
い
こ
と
は
直
ち
に
労
働
者
の
信
認
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
は

な
い）

（10
（

。
労
働
者
の
集
団
は
、
競
合
事
業
を
開
始
ま
た
は
参
加
す
る
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
ま
り
に
多
数
の
労
働
者

の
退
職
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
使
用
者
の
事
業
が
大
き
く
害
さ
れ
る
よ
う
な
合
意
は
許
さ
れ
な
い）

（10
（

。
ま
た
、
在
職
中
に
競
業
す
る
た

め
の
合
理
的
な
手
順
を
と
る
と
い
う
労
働
者
の
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
特
権
に
、
使
用
者
か
ら
重
要
な
労
働
者
や
顧
客
を
引
き
抜
く
行
為
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は
含
ま
れ
な
い）

（10
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
大
ま
か
に
整
理
さ
れ
て
は
い
る
が
、
在
職
中
の
合
理
的
な
準
備
活
動
と
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
労
働
者
引
抜
行
為

と
の
境
界
は
、
結
局
は
事
実
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
そ
の
判
断
の
た
め
に
は
次
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る）

（（1
（

。
な
お
、
顧
客
の
勧
誘
と

合
理
的
な
準
備
活
動
と
の
区
別
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

・　

�
労
働
者
引
抜
き
を
行
う
者
が
、
事
業
運
営
に
影
響
す
る
管
理
責
任
や
裁
量
的
な
権
限
を
有
す
る
、
高
い
職
位
の
労
働
者
で

あ
る
か
ど
う
か）

（（（
（

。

・　

�

引
抜
き
が
、
重
要
労
働
者
の
退
職
も
し
く
は
使
用
者
が
も
つ
労
働
力
の
相
当
な
部
分
の
退
職
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
、
使

用
者
の
事
業
が
大
き
く
害
さ
れ
、
ま
た
は
、
脅
か
さ
れ
て
い
な
い
か）

（（0
（

。

・　

�

引
抜
き
を
行
っ
て
い
る
労
働
者
が
正
式
な
雇
用
の
申
出
を
同
僚
に
対
し
て
行
っ
た
か
ど
う
か）

（（0
（

。

・　

�

退
職
す
る
労
働
者
が
、
使
用
者
か
ら
の
退
職
に
つ
き
、
引
抜
き
と
は
無
関
係
な
別
の
理
由
（
た
と
え
ば
、
個
人
的
な
理
由
）

を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か）

（（0
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
退
職
後
の
競
業
行
為
は
、
八
・
〇
四
条
の
忠
実
義
務
の
問
題
で
は
な
く
、
有
効
な
顧
客
勧
誘
禁
止
契
約
や
労
働
者

引
抜
禁
止
契
約
に
違
反
し
て
い
な
い
か
（
八
・
〇
五
条
ａ
項
）、
勧
誘
や
引
抜
き
の
過
程
で
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
開
示
、
使
用
し
て

い
な
い
か
（
八
・
〇
五
条
ｂ
項
）
が
問
題
に
な
る）

（（0
（

。

3　

労
働
者
の
地
位
を
利
用
し
た
使
用
者
財
産
の
不
正
使
用
ま
た
は
自
己
契
約

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
労
働
者
が
営
業
秘
密
の
不
正
開
示
・
使
用
や
在
職
中
の
競
業
を
行
う
こ
と
の
ほ
か
、
自
ら
の
地

位
を
利
用
し
て
使
用
者
財
産
を
不
正
に
使
用
し
た
り
、
自
己
契
約
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
忠
実
義
務
違
反
に
な
る
行
為
と
し
て
禁
止

し
て
い
る
。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
、
労
働
者
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
使
用
者
財
産
の
不
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正
使
用
ま
た
は
自
己
契
約
を
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
（
八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
）
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
労
働
者
自
身
に
よ
る
競
合
事
業
の
た
め
に
、
使
用
者
か
ら
解
体
し
廃
棄
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
設
備
を
、
廃
品
回

収
業
者
と
の
架
空
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
、
秘
密
裏
に
購
入
し
た
こ
と
が
労
働
者
の
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例）

（（0
（

、
複
数

回
に
わ
た
っ
て
、
労
働
者
が
、
自
身
の
購
入
の
た
め
に
商
品
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
不
正
に
使
用
し
て
い
た
退
職
労
働
者
に
対
し
て
商
品
を

販
売
し
た
際
に
、
架
空
の
顧
客
名
を
入
力
し
た
こ
と
が
、
非
従
業
員
の
た
め
の
従
業
員
割
引
の
使
用
に
関
す
る
使
用
者
の
ポ
リ
シ
ー

に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例）

（（0
（

、
使
用
者
が
コ
モ
ン
ロ
ー
上
商
号
（trade�nam

e

）
の
排
他
的
な
使
用
権
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
使

用
者
の
事
業
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
労
働
者
が
使
用
者
と
同
一
の
名
称
（
当
該
労
働
者
の
姓
が
使
用
者
の
姓
と
同
じ
）
を
登
録
す
る

こ
と
が
労
働
者
の
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例）

（（0
（

、
労
働
者
が
現
金
を
「
手
数
料
」
な
ど
と
称
し
て
秘
密
裏
に
同
人
自
身
が

着
服
す
る
な
ど
の
た
め
に
多
く
の
者
と
の
間
で
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
忠
実
義
務
違
反
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例）

（（0
（

、
販
売
会
社
か
ら
の

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を
受
領
す
る
な
ど
の
よ
う
な
私
利
私
欲
を
追
求
す
る
秘
密
裏
の
行
動
を
と
っ
て
使
用
者
に
お
け
る
地
位
を
利
用
す
る

こ
と
が
忠
実
義
務
違
反
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事
例）

（01
（

な
ど
で
あ
る
。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
後
に
実
際
に
現
わ
れ
た
判

例
と
し
て
は
、
法
曹
倫
理
分
野
の
事
案
で
あ
る
が
、
弁
護
士
が
、
そ
の
所
属
事
務
所
の
報
酬
規
程
に
従
っ
て
売
上
を
事
務
所
口
座
に

納
め
る
べ
き
（
そ
の
後
、
そ
の
五
〇
％
が
弁
護
士
に
支
払
わ
れ
る
）
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て
一
部
納
め
な
か
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
隠
蔽
す
る
た
め
事
務
所
に
対
し
て
虚
偽
の
申
告
を
行
っ
た
こ
と
が
、
弁
護
士
と
し
て
の
懲
戒
事
由
に
当
た
る

か
、
当
た
る
と
し
て
ど
の
よ
う
な
処
分
が
適
切
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
案
に
お
い
て
、
同
弁
護
士
の

無
期
限
の
業
務
停
止
（
四
か
月
以
上
の
期
間
は
復
職
の
可
能
性
な
し
）
を
相
当
と
す
る
処
分
決
定
に
対
し
、
そ
の
反
対
意
見
は
、
雇
用

法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
な
ど
を
引
用
し
て
「
所
属
す
る
法
律
事
務
所
か
ら
資
金
を
着
服
し
た
弁
護
士
は
、
法

律
事
務
所
の
労
働
者
と
し
て
、
法
律
事
務
所
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
し
く
は
有
限
責
任
会
社
の
場
合
は
パ
ー
ト
ナ
ー
も
し
く
は
社

員
と
し
て
、
ま
た
は
、
法
人
化
さ
れ
て
い
る
場
合
は
取
締
役
か
多
数
株
主
と
し
て
、
そ
の
信
認
義
務
に
違
反
す
る
」
こ
と
な
ど
を
指
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摘
し）

（0（
（

、
資
格
を
剝
奪
す
る
欠
格
処
分
が
相
当
で
あ
る
、
と
述
べ
た）

（00
（

。

　

一
般
的
に
忠
実
義
務
は
、
代
理
人
に
つ
い
て
い
え
ば
、
代
理
人
自
身
の
地
位
を
利
用
し
て
第
三
者
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と）

（00
（

や
、
自

ら
相
手
方
と
な
っ
た
り
（
自
己
契
約
）、
相
手
方
の
代
理
人
と
な
っ
た
り
（
双
方
代
理
）
す
る
こ
と）

（00
（

、
在
任
中
に
自
ら
本
人
と
競
業
し

た
り
、
本
人
の
競
業
者
を
代
理
し
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
を
支
援
し
た
り
す
る
こ
と）

（00
（

、
代
理
人
自
身
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
本
人
の
財

産
や
秘
密
情
報
を
使
用
す
る
こ
と）

（00
（

な
ど
を
禁
止
す
る
こ
と
を
内
容
に
し
て
い
る
。
前
記
の
八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
違
反
の
例
を
み
る

と
、
同
号
は
、
一
号
の
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
や
二
号
の
在
職
中
の
競
業
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、
労
働
者
の
そ
の
ほ

か
の
不
忠
実
な
行
為
が
使
用
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
違
反
を
構
成
し
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
雇

用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
在
職
中
に
そ
の
使
用
者
と
競
業
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
（
八
・
〇
四
条
）
お
よ
び
労
働
者
個
人
も
し

く
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
開
示
し
ま
た
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
（
八
・
〇
三
条
）
を
労
働
者
の

使
用
者
に
対
す
る
信
認
義
務
（
八
・
〇
一
条
）
の
主
要
な
例
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り）

（00
（

、
八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
に
は
、
一
号
に
対

す
る
八
・
〇
三
条
、
二
号
に
対
す
る
八
・
〇
四
条
の
よ
う
に
対
応
す
る
個
別
記
述
も
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
は
、
従
来
の
忠
実
義
務
の
事
例
を
前
提
に
、
労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
て
負
う
忠
実
義
務
を
一
般
化
・
包
括

化
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
記
述
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

4　
「
会
社
の
機
会
」
の
法
理

　
「
会
社
の
機
会
（corporate�opportunities

）」
の
法
理
と
は
、
会
社
役
員
（offi

cers

）
（00
（

）
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
重
要
幹
部
（key�

executives

）
は
、
使
用
者
に
お
い
て
特
別
な
地
位
に
あ
る
た
め
に
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、
使
用
者
が
携
わ
り

ま
た
は
携
わ
る
こ
と
が
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
事
業
に
関
連
す
る
事
業
の
機
会
を
奪
取
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
信
認
義
務
を
負
う
、

と
い
う
法
理
で
あ
る）

（00
（

。
こ
れ
は
日
本
で
も
会
社
法
の
問
題
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
議
論
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
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会
社
役
員
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
重
要
幹
部
が
、
使
用
者
と
の
信
認
関
係
の
た
め
、
そ
の
使
用
者
に
対
し
て
よ
り
大
き
い
忠
実
義
務
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る）

（01
（

。
な
お
、
会
社
の
取
締
役
（director

）
（0（
（

）
は
、
通
常
は
会
社
の
労
働
者
で
は
な
い）

（00
（

た
め
、
雇
用
法

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
範
囲
外
で
あ
る）

（00
（

。

　

こ
の
強
化
さ
れ
た
義
務
が
、
自
己
の
具
体
的
な
利
益
の
た
め
に
、
そ
の
使
用
者
が
活
用
し
う
る
、
い
か
な
る
事
業
の
機
会
を
も
流

用
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
役
員
お
よ
び
重
要
幹
部
の
義
務
を
含
ん
で
い
る
、
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
使
用
者

と
の
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
労
働
者
（
八
・
〇
一
条
ａ
項
第
一
文
）
に
会
社
の
機
会
の
法
理
が
適
用
さ
れ
う
る
、

と
考
え
ら
れ
る）

（00
（

。
そ
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
役
員
や
幹
部
は
、
使
用
者
に
そ
の
よ
う
な
機
会
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず）

（00
（

、
使
用
者

が
機
会
を
放
棄
し
た
後
に
の
み
、
そ
れ
が
八
・
〇
四
条
に
違
反
す
る
使
用
者
と
の
競
業
に
あ
た
ら
な
い
場
合
に
か
ぎ
り
、
そ
の
機
会

を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る）

（00
（

。
な
お
、
役
員
や
労
働
者
に
よ
る
会
社
の
機
会
の
奪
取
に
該
当
す
る
行
為
は
、
そ
の
態
様
に
よ
り
、
競

業
行
為
に
も
、
競
業
準
備
行
為
に
も
、
使
用
者
財
産
の
不
正
使
用
や
自
己
契
約
に
も
該
当
し
う
る
だ
ろ
う）

（00
（

。

㈢　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
評
価
・
批
判

　

前
記
二
㈡
に
て
、
既
に
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
策
定
事
業
全
体
に
対
す
る
批
判
を
み
た
が
、
個
別
の
記
述
に
対
し
て
も
、

既
存
の
判
例
法
と
合
致
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
判
例
法
と
は
合
致
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
雇
用
法
の
解
釈
と
し
て
妥
当

で
な
い
な
ど
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る）

（00
（

。

1　

忠
実
義
務
概
念
に
対
す
る
批
判

　

草
案
段
階
の
八
・
〇
一
条
ａ
項
は
、
忠
実
義
務
の
発
生
根
拠
を
峻
別
す
る
こ
と
な
く
「
労
働
者
は
、
そ
の
雇
用
関
係
に
関
連
す
る

問
題
に
つ
い
て
、
忠
実
義
務
を
使
用
者
に
対
し
て
負
う
」
と
だ
け
記
述
し
て
い
た）

（00
（

。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
同
条
は
抽
象
的
で
広
範
に
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過
ぎ
る
な
ど
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ）

（01
（

、
最
終
的
に
忠
実
義
務
の
発
生
根
拠
に
三
つ
の
類
型
を
設
け
た
現
状
の
記
述
内
容
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
章
の
記
述
内
容
に
は
な
お
多
く
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
た
る
対
象
は
や
は

り
忠
実
義
務
概
念
の
理
解
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
八
章
は
使
用
者
に
対
す
る
広
い
黙
示
的
な
義
務
を
忠
実
義
務
と
し
て
労
働
者
に
課
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
雇
用
法
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
二
章
は
、
使
用
者
が
随
意
雇
用
の
原
則
の
下
で
解
雇
に
関
し
て
労
働
者
に
対
す
る
黙
示
的
な
義
務
を
負
う
場
合
を

限
定
し
て
お
り
、
随
意
雇
用
で
は
な
い
関
係
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
高
度
な
立
証
責
任
を
労
働
者
側
に
負
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
二
章

と
八
章
が
記
述
し
て
い
る
使
用
者
・
労
働
者
の
義
務
の
非
対
称
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（0（
（

。

　

次
に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
判
例
法
に
基
づ
く
も
の
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
①
こ
れ
ま
で
別
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
義
務
（
在
職
中
の
競
業
、
会
社
の
機
会
の
法
理
や
そ
の
ほ
か
の

信
認
義
務
、
制
定
法
上
の
営
業
秘
密
保
持
義
務
、
契
約
に
基
づ
く
競
業
避
止
義
務
）
を
忠
実
義
務
と
い
う
不
明
瞭
な
概
念
を
用
い
て
強
引

に
包
括
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る）

（00
（

。
こ
れ
に
関
連
し
、
特
に
八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
は
、
商
号
、
詐
欺
、
信
認
義

務
違
反
、
契
約
違
反
、
会
社
の
機
会
の
法
理
に
つ
い
て
判
断
し
た
各
種
の
判
例
か
ら
抽
出
し
た
ル
ー
ル
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
労
働

者
の
忠
実
義
務
違
反
の
問
題
と
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
の
法
理
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
な

さ
れ
て
い
る）

（00
（

。

　

ま
た
、
②
次
の
営
業
秘
密
の
問
題
と
も
関
連
す
る
が
、
前
記
㈡
1
の
と
お
り
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
は
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
保

持
せ
よ
と
い
う
点
に
か
ぎ
っ
て
雇
用
終
了
後
も
残
存
す
る
と
い
う
の
が
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
立
場
で
あ
る
。
伝
統
的
な
代

理
法
の
下
で
忠
実
義
務
は
雇
用
終
了
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
理
解
は
、

忠
実
義
務
の
本
来
の
解
釈
か
ら
乖
離
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
も
あ
る）

（00
（

。
た
だ
し
、
こ
の
批
判
の
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て

い
る
第
三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
代
理
人
の
競
業
避
止
義
務
は
在
任
中
に
の
み
課
さ
れ
、
特
約
が
な
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い
か
ぎ
り
退
任
後
に
は
消
滅
す
る）

（00
（

が
、
営
業
秘
密
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
秘
密
情
報
の
使
用
禁
止
（
秘
密
保
持
義
務
）
は
代
理
関
係
終

了
後
に
も
存
続
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る）

（00
（

。
し
た
が
っ
て
、
②
の
点
は
必
ず
し
も
的
確
な
批
判
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　

前
記
①
お
よ
び
②
の
よ
う
に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
判
例
法
に
基
づ
か
ず
に
創
設
的
に
労
働
者
の
義
務
が
記
述
さ
れ

た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
忠
実
義
務
の
概
念
が
広
範
化
し
た
と
い
う
見
方
を
す
る
論
者
は
、
そ
れ
に
つ
い
て

特
に
理
由
や
根
拠
な
ど
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る）

（00
（

。

2　

営
業
秘
密
の
性
格
・
位
置
づ
け
に
関
す
る
批
判

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
前
提
と
す
る
忠
実
義
務
概
念
に
対
す
る
批
判
の
な
か
で
も
特
に
多
く
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
の
が
、

労
働
者
に
は
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
不
正
に
開
示
・
使
用
し
て
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
が
、
忠
実
義
務
の
内
容
と
し
て
課
せ
ら
れ
て

い
る
（
八
・
〇
一
条
ｂ
項
一
号
）
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

同
号
も
草
稿
段
階
か
ら
現
在
ま
で
で
記
述
が
修
正
さ
れ
て
お
り
、
草
稿
で
は
営
業
秘
密
で
は
な
く
秘
密
情
報
を
保
護
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
た）

（00
（

。
し
か
し
、
や
は
り
こ
の
草
稿
も
、
忠
実
義
務
と
し
て
営
業
秘
密
に
至
ら
な
い
秘
密
情
報
を
保
持
す
る
義
務
を
雇
用
終

了
後
に
も
負
わ
せ
る
こ
と
が
契
約
法
理
論
や
判
例
法
に
反
す
る
な
ど
の
批
判
を
受
け
た）

（00
（

。
た
だ
し
、
も
と
も
と
の
「
秘
密
情
報
」
も

定
義
そ
の
も
の
は
、
伝
統
的
な
「
営
業
秘
密
」
の
定
義
を
採
用
し
て
お
り
、
現
在
の
記
述
と
同
一
の
内
容
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ

う
す
る
と
、
当
然
そ
れ
も
ま
た
従
来
の
判
例
法
か
ら
す
れ
ば
不
自
然
な
定
義
あ
る
い
は
用
語
法
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
現

在
の
記
述
の
と
お
り
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
忠
実
義
務
に
よ
っ
て
営
業
秘
密
保
護
を
図
る
と
い
う
解
釈
を
示
し
た
の
で
あ

る
。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
対
す
る
批
判
を
み
る
前
に
、
営
業
秘
密
と
忠
実
義
務
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
理
解
を
確
認
し
た
い
。

日
本
で
は
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
営
業
秘
密
の
保
護
を
導
入
し
た
不
正
競
争
防
止
法
の
下
、
営
業
秘
密
の
民
事
的
な
侵
害
は
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不
法
行
為
の
性
格
を
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る）

（01
（

と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
に
営
業
秘
密
保
護
は
不
法
行
為
法
の
問

題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る）

（0（
（

。
そ
し
て
、
忠
実
義
務
と
営
業
秘
密
と
は
、
次
の
よ
う
に
、
別
個
の
法
領
域
に
属
し
て
い
る
と
理
解
さ

れ
て
き
た
。
ま
ず
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
基
礎
に
な
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
第
三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
代

理
人
の
忠
実
義
務
に
は
、
本
人
の
秘
密
情
報
の
不
正
な
開
示
・
使
用
の
禁
止
も
含
ま
れ
て
お
り
（
八
・
〇
五
条
二
項）

（00
（

）、
こ
の
禁
止
に

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
営
業
秘
密
も
含
ま
れ
る）

（00
（

。
他
方
、
統
一
営
業
秘
密
法
や
第
三
次
不
正
競
争
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
な
ど
の
営

業
秘
密
法
で
は
、
忠
実
義
務
を
根
拠
と
す
る
訴
訟
で
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る）

（00
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
前
記
の
忠
実
義
務
の
広
範
化
と
も
重
複
す
る
が
、
明
確
に
営
業
秘
密
保
護
を
も

忠
実
義
務
に
よ
っ
て
図
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
初
期
の
法
理
か
ら
の
発
展
を
反
映
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

や
は
り
こ
の
点
に
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
内
容
は
、
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
つ
い
て
独
立
の
訴
訟
原
因
が
既
に
存

在
し
て
お
り
、
忠
実
義
務
を
根
拠
と
す
る
更
な
る
訴
訟
原
因
を
創
出
す
る
論
理
的
な
理
由
が
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る）

（00
（

。
こ
の

批
判
に
つ
い
て
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
第
三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
違
い
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
の
内
容

を
、
秘
密
情
報
の
不
正
開
示
・
使
用
よ
り
も
狭
い
、
営
業
秘
密
の
不
正
開
示
・
使
用
に
限
定
し
た）

（00
（

結
果
と
し
て
、
営
業
秘
密
法
の
領

域
と
の
境
界
線
が
不
明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、「
営
業
秘
密
」
と
「
秘
密
情
報
」
と
の
関
係
が
不
明
瞭
で
あ
る）

（00
（

と
い
う
批
判
も
あ
る

が
、
こ
れ
も
労
働
者
の
忠
実
義
務
の
内
容
が
前
記
の
よ
う
に
代
理
法
よ
り
も
限
定
さ
れ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
は
、「
営
業
秘
密
」
の
定
義
（
八
・
〇
二
条
）
に
該
当
し
な
い
情
報
の
不
正
な
開
示
・
使
用
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
忠
実
義

務
違
反
（
八
・
〇
一
条
ｂ
項
一
号
、
八
・
〇
三
条
ａ
項
）
に
は
あ
た
ら
な
い
も
の
の
、
使
用
者
の
無
形
財
産
の
不
正
使
用
と
し
て
忠
実

義
務
違
反
に
な
る
（
八
・
〇
一
条
ｂ
項
三
号
）
と
い
う
形
で
、
要
件
も
効
果
も
区
別
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か

し
、
同
号
の
注
釈
や
起
草
者
注
記
に
も
秘
密
情
報
の
不
正
使
用
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
営
業
秘
密
に
至
ら
な
い
秘
密
情
報
の



（（

アメリカ・雇用法リステイトメントにおける労働者の忠実義務と在職中の競業・兼業に対する制限（一）

不
正
開
示
・
使
用
が
お
よ
そ
忠
実
義
務
の
内
容
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
同
条
の
射
程
と
使
用
者
の
秘
密
情
報

の
取
扱
い
に
は
な
お
不
明
確
さ
が
残
る）

（00
（

。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
自
体
も
認
め
る
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
州
が
統
一
営
業
秘
密
法
を
採
択
し
て
い
る
と
い

う
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
営
業
秘
密
の
規
律
は
既
に
コ
モ
ン
ロ
ー
と
し
て
の
体
系
を
失
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
法
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
消
極
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
営
業
秘
密
の
難
解
な
概
念
を
定
義
す
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど

有
用
性
が
な
い
だ
ろ
う
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（00
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
次
の
注
釈
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
統
一
営
業
秘
密
法
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
保
護
を
実
質
的
に
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
制
定
法
上
の
救
済

が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
結
論
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
訴
訟
と
制
定
法
上
の
訴
訟
と
で
実
質
的
に
同
様
の
も
の
に
な
る）

（01
（

。
こ
れ

は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
営
業
秘
密
保
護
を
敢
え
て
記
述
し
た
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る）

（0（
（

。

（
（
）　

中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
創
業
・
新
事
業
促
進
課
・
経
済
産
業
政
策
局
産
業
人
材
政
策
室
「
兼
業
・
副
業
を
通
じ
た
創
業
・
新
事
業

創
出
に
関
す
る
調
査
事
業　

研
究
会
提
言
～
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
を
目
指
し
て
～
（
平
成
二
九
年
三
月
）」
一
―
二
頁
、
厚

生
労
働
省
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
一
―
二
頁
。

（
（
）　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
監
督
課
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
（
平
成
三
一
年
三
月
版
）」。

（
（
）　

支
配
人
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
商
人
や
会
社
か
ら
そ
の
営
業
に
関
す
る
一
切
の
裁
判
上
ま
た
は
裁
判
外
の
行
為
を
す
る
権
限

（「
包
括
的
代
理
権
」
ま
た
は
「
支
配
権
」
と
呼
ば
れ
る
。）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
解
す
る
の
が
通
説
的
見
解

で
あ
る
。
鴻
常
夫
『
商
法
総
則
（
新
訂
第
五
版
）』（
弘
文
堂
、
一
九
九
九
年
）
一
六
四
頁
、
近
藤
光
男
『
商
法
総
則
・
商
行
為
（
第
七

版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
八
三
頁
。

（
（
）　

退
職
後
の
労
働
者
に
競
業
避
止
義
務
を
課
す
特
約
が
有
効
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
定
め
て
い
る
競
業
制
限
が
使
用
者
が
有
す
る
法

的
保
護
に
値
す
る
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ

テ
ィ
ッ
ド
事
件
・
奈
良
地
判
昭
四
五
年
一
〇
月
二
三
日
判
時
六
二
四
号
七
八
頁
、
ダ
イ
オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
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四
年
八
月
三
〇
日
労
判
八
三
八
号
三
二
頁
な
ど
。

（
5
）　

使
用
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
認
容
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
協
立
物
産
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
一
年
五
月
二
八
日
判
時
一
七
二

七
号
一
〇
八
頁
、
エ
ー
プ
ラ
イ
（
損
害
賠
償
）
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
五
年
四
月
二
五
日
労
判
八
五
三
号
二
二
頁
、
カ
ナ
ッ
ツ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ほ
か
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
三
年
六
月
一
五
日
労
判
一
〇
三
四
号
二
九
頁
。

（
6
）　

ラ
イ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
件
・
東
京
高
判
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
一
日
労
判
九
九
五
号
三
九
頁
。
芦
屋
学
院
事
件
・

大
阪
地
判
昭
和
六
三
年
九
月
九
日
判
タ
六
八
一
号
一
九
〇
頁
も
参
照
。

（
7
）　

ラ
ク
ソ
ン
事
件
・
東
京
地
判
平
成
三
年
二
月
二
五
日
労
判
五
五
八
号
七
四
頁
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
件
・
東
京
地
判
平
成

八
年
一
二
月
二
七
日
判
時
一
六
一
九
号
八
五
頁
や
、
フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
九
月
一

一
日
労
判
八
四
〇
号
六
二
頁
、
Ｕ
社
ほ
か
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
六
年
三
月
五
日
労
経
速
二
二
一
二
号
三
頁
も
同
様
の
一
般
論
を
示
し

て
い
る
。

（
（
）　

チ
ェ
ス
コ
ム
秘
書
セ
ン
タ
ー
事
件
・
東
京
地
判
平
成
五
年
一
月
二
八
日
労
判
六
五
一
号
一
六
一
頁
、
十
字
屋
広
告
社
事
件
・
東
京
高

判
平
成
八
年
一
二
月
二
六
日
金
判
一
〇
二
一
号
三
四
頁
、
前
掲
注（
7
）Ｕ
社
ほ
か
事
件
。

（
（
）　

前
掲
注（
（
）ダ
イ
オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
事
件
な
ど
。

（
（0
）　

東
京
学
習
協
力
会
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
年
四
月
一
七
日
労
判
五
八
一
号
七
〇
頁
を
参
照
。
た
だ
し
同
事
件
は
、
従
業
員
引
抜
き

が
、
使
用
者
の
経
営
に
打
撃
を
与
え
る
態
様
の
も
の
で
、
使
用
者
に
対
す
る
背
信
性
な
い
し
悪
質
性
を
基
礎
づ
け
て
い
る
と
い
う
側
面
が

あ
り
、
ま
た
、
当
該
引
抜
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
含
め
た
一
連
の
競
業
行
為
を
捉
え
て
（
特
約
に
よ
る
競
業
制
限
の
合
理
性

（
前
掲
注（
（
）参
照
）
を
問
う
こ
と
な
く
）
退
職
後
の
競
業
避
止
条
項
の
違
反
と
認
め
た
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
（（
）　

前
掲
注（
7
）フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
事
件
。

（
（（
）　

永
大
産
業
事
件
・
大
阪
地
判
昭
和
三
二
年
一
一
月
一
三
日
労
民
集
八
巻
六
号
八
〇
七
頁
、
小
川
建
設
事
件
・
東
京
地
決
昭
和
五
七
年

一
一
月
一
九
日
労
判
三
九
七
号
三
〇
頁
、
学
校
法
人
上
智
学
院
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
一
二
月
五
月
判
タ
一
三
〇
三
号
一
五
八
頁
、

マ
ン
ナ
運
輸
事
件
・
京
都
地
判
平
成
二
四
年
七
月
一
三
日
労
判
一
〇
五
八
号
二
一
頁
な
ど
。

（
（（
）　

前
掲
注（
（（
）永
大
産
業
事
件
、
前
掲
注（
（（
）小
川
建
設
事
件
、
日
通
名
古
屋
製
鉄
作
業
事
件
・
名
古
屋
地
判
平
成
三
年
七
月
二
二
日

労
判
六
〇
八
号
五
九
頁
。
前
掲
注（
（（
）マ
ン
ナ
運
輸
事
件
も
参
照
。
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（
（（
）　

橋
元
運
輸
事
件
・
名
古
屋
地
判
昭
和
四
七
年
四
月
二
八
日
判
時
六
八
〇
号
八
八
頁
。

（
（5
）　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ュ
ー
ズ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
年
三
月
二
三
日
労
判
五
五
九
号
一
五
頁
、
東
京
貨
物
社
（
解
雇
）
事
件
・
東
京
地

判
平
成
一
二
年
一
一
月
一
〇
日
労
判
八
〇
七
号
六
九
頁
、
ピ
ア
ス
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
二
一
年
三
月
三
〇
日
労
判
九
八
七
号
六
〇
頁
、

イ
ー
ラ
イ
フ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
労
判
一
〇
七
四
号
四
七
頁
。

（
（6
）　

福
岡
県
魚
市
場
事
件
・
福
岡
地
久
留
米
支
判
昭
和
五
六
年
二
月
二
三
日
労
判
三
六
九
号
七
四
頁
、
日
本
教
育
事
業
団
事
件
・
名
古
屋

地
判
昭
和
六
三
年
三
月
四
月
労
判
五
二
七
号
四
頁
、
日
音
（
退
職
金
）
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
八
年
一
月
二
五
日
労
判
九
一
二
号
六
三

頁
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
興
業
（
蒲
田
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
三
年
五
年
一
二
日
労
判
一
〇
三
二
号
五
頁
。
他
方
、
雇
用

の
流
動
性
が
高
い
外
資
系
証
券
会
社
で
あ
る
使
用
者
に
と
っ
て
従
業
員
の
転
職
に
よ
る
人
的
損
失
は
「
当
然
予
想
し
う
る
範
囲
内
の
も

の
」
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
当
該
従
業
員
引
抜
行
為
は
懲
戒
解
雇
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
悪
質
な
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
モ
ル

ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
（
退
職
金
等
）
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
八
日
労
判
九
七
一
号
二
七
頁
も
あ
る
。

（
（7
）　

在
職
中
の
競
業
・
競
業
準
備
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
（（
）橋
元
運
輸
事
件
、
前
掲
注（
（6
）福
岡
県
魚
市
場
事
件
、
吉
野
事
件
・
東
京

地
判
平
成
七
年
六
月
一
二
日
労
判
六
七
六
号
一
五
頁
、
東
京
貨
物
社
（
解
雇
・
退
職
金
）
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
五
年
五
月
六
日
労
判

八
五
七
号
六
四
頁
、
前
掲
注（
（6
）日
音
（
退
職
金
）
事
件
、
前
掲
注（
（5
）ピ
ア
ス
事
件
、
前
掲
注（
（6
）ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
興
業
（
蒲
田
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
）
事
件
、
前
掲
注（
（5
）イ
ー
ラ
イ
フ
事
件
な
ど
。
退
職
後
の
競
業
に
つ
い
て
は
、
三
晃
社
事
件
・
最
二
小
判
昭
和
五
二
年
八
月

九
日
労
経
速
九
五
八
号
二
五
頁
、
中
部
日
本
広
告
社
事
件
・
名
古
屋
高
判
平
成
二
年
八
月
三
一
日
労
判
五
六
九
号
三
七
頁
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
（
退
職
金
請
求
）
事
件
・
東
京
高
判
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
労
判
一
〇
六
三
号
二
〇
頁
な
ど
。

（
（（
）　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
監
督
課
・
前
掲
注（
（
）八
八
―
九
〇
頁
。

（
（（
）　

た
と
え
ば
、Cam

eco,�Inc.�v.�Gedicke,�7（（�A
.（d�7（（,�7（（�

（N
.J.（（（（

）�

は
、「
現
代
生
活
の
現
実
」
と
し
て
、「
一
部
の
労
働

者
、
特
に
低
所
得
者
に
と
っ
て
は
、
第
二
の
収
入
源
が
経
済
的
に
必
要
で
あ
る
。
同
人
ら
に
と
っ
て
、
副
業
は
生
計
を
立
て
る
唯
一
の
方

法
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。D

eborah�A
.�D

eM
ottt,�R

elationships of T
rust and Confidence in the W

orkplace,�（00�C
O
RN
ELL�

L.�R
EV.�（（55,�（（77�

（（0（5

）�

も
多
く
の
労
働
者
に
と
っ
て
兼
業
・
副
業
の
経
済
的
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
独
立
行
政
法
人

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
諸
外
国
に
お
け
る
副
業
・
兼
業
の
実
態
調
査
』
四
二
頁
（
二
〇
一
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
二

〇
〇
四
年
当
時
は
、
副
業
・
兼
業
を
行
う
目
的
は
「
副
収
入
の
た
め
」
が
三
八
・
一
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
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（
（0
）　

各
州
法
に
つ
い
て
は
、see�generally�B

RIA
N�M

.�M
A
LSBERGER,�E

M
PLO

Y
EE�D

U
T
Y� O

F�L
O
Y
A
LT
Y:�A

�S
T
A
T
E-BY-S

T
A
T
E�S

U
RV
EY�

（D
avid�J.�Carr,�A

rnold�H
.�Pedow

itz,�&
�Eric�A

kira�T
ate�eds.,�7th�ed.�（0（（

）.
（
（（
）　

日
本
に
お
け
る
「
忠
実
義
務
」
は
、
主
と
し
て
取
締
役
が
主
体
と
な
る
も
の
（
会
社
法
三
五
五
条
）
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
者
の
そ
の
よ
う
な
一
般
的
義
務
を
「
忠
実
義
務
」
と
称
し
て
論
じ
る
と
い
う
例
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
前
掲
注（
5
）

エ
ー
プ
ラ
イ
（
損
害
賠
償
）
事
件
は
労
働
者
の
「
忠
実
義
務
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
体
は
前
記
の
誠
実
義
務
と
異
な
る
も
の
で

は
な
い
。

（
（（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（
）　

邦
語
文
献
に
お
い
て
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
検
討
状
況
を
紹
介
し
た
柳
澤

武
「
雇
用
関
係
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
対
案
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
六
二
二
号
一
〇
〇
頁
（
二
〇
一
二
年
）
の
み
に
と
ど
ま
る
。

（
（（
）　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
者
（
被
用
者
）
の
競
業
や
兼
業
の
制
限
に
つ
い
て
検
討
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
神
作
裕
之
「
商
法
に
お

け
る
競
業
禁
止
の
法
理
（
四
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
八
巻
一
号
九
四
頁
、
一
一
六
―
一
三
四
頁
、（
一
九
九
一
年
）、
田
中
亘
「
取
締
役

の
社
外
活
動
に
関
す
る
規
制
の
構
造
（
八
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
九
巻
一
二
号
一
四
六
頁
、
一
五
九
―
一
六
八
頁
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
（5
）　A

M
ERICA

N�L
A
W�I N

ST
IT
U
T
E,�https://w

w
w

.ali.org/�（last�visited�Sept.�（0,�（0（（

）.

（
（6
）　A

M
ERICA

N�L
A
W�I N

ST
IT
U
T
E,�C

A
PT
U
RIN
G� T

H
E�V

O
ICE� O

F�T
H
E�A

M
ERICA

N�L
A
W�I N

ST
IT
U
T
E:�A

�H
A
N
D
BO
O
K� FO

R�A
LI�R

EPO
RT
ERS�

A
N
D�T

H
O
SE�W

H
O�R

EV
IEW�T

H
EIR�W

O
RK�Forew

ord�

（（0（5

）�［hereinafter�H
A
N
D
BO
O
K

］,�https://w
w

w
.ali.org/m

edia/filer_
public/0（/f（/0（f（f7c7-（（c7-（de（-（c0（-d66f5b05a6bb/ali-style-m

anual.pdf.�

一
九
二
三
年
の
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
規
約
に
は
、
個
別
の
事

業
や
協
会
そ
の
も
の
の
目
的
は
、
教
育
の
た
め
で
あ
り
、
法
の
明
確
化
・
平
易
化
・
社
会
的
必
要
性
へ
の
適
合
の
促
進
、
よ
り
よ
い
司
法

の
安
定
、
学
術
的
か
つ
科
学
的
な
法
務
の
奨
励
と
継
続
の
た
め
で
あ
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。A

M
ERICA

N�L
A
W�I N

ST
IT
U
T
E,�

C
ERT

IFICA
T
E� O

F�I N
CO
RPO

RA
T
IO
N�（�

（（（（（

）,�https://w
w

w
.ali.org/m

edia/filer_public/（0/6（/（06（（（da-ddfe-（ff（-a6（（-
0a （7f（6（ee（c/certificate-of-incorporation.pdf.

（
（7
）　H

A
N
D
BO
O
K,�supra�note�（6,�at�（.

（
（（
）　See generally�Catherine�Biondo,�Secondary Sources: A

LR
s, E

ncyclopedias, Law
 R

eview
s, R

estatem
ents, &

 
T

reatises,�H
A
R
V
A
R
D�L

A
W

�S
C
H
O
O
L�L

IB
R
A
R
Y�

（F
eb.�（,�（0（（

）,�https://guides.library.harvard.edu/c.
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php?g=（0（（（（&
p=（070（（0;�Suzanne�Ehrenberg�and�Susan�V

alentine,�Lecture N
otes for R

estatem
ents of the Law

,�
C
H
ICA
GO-K

EN
T�C

O
LLEGE� O

F�L
A
W,�I LLIN

O
IS�I N

ST
IT
U
T
E� O

F�T
ECH

N
O
LO
GY�

（（（（（

）,�http://w
w

w
.kentlaw

.edu/academ
ics/lrw

/
tutorials/restate.htm

.�

そ
の
一
方
で
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
判
例
を
忠
実
に
「
再
述
す
る
」
も
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
と
こ
れ
を

組
織
す
る
法
律
家
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
法
の
創
造
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
そ
れ
自
体
は
判
例
法
と
し
て
の
法
源
性
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
裁
判
所
が
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
引
用
し
て
こ
れ

と
同
じ
立
場
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
間
接
的
に
判
例
と
し
て
の
法
源
性
を
も
ち
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
初
期
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

が
、
ほ
と
ん
ど
の
弁
護
士
が
容
易
に
は
入
手
で
き
な
い
、
方
向
性
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
判
例
法
を
収
集
し
た
論
文
と
し
て
機
能
す
る
と

と
も
に
、
法
の
前
進
を
目
指
し
て
判
例
法
の
解
釈
を
行
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
現
在
は
、
電
子
化
と
多
様
化
し
た
判
例
法
に
よ
っ
て
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
自
体
が
果
た
す
役
割
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。See�M

ichael�Selm
i,�T

rending and 
the R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law

’s Provisions on E
m

ployee M
obility,�（00�C

O
RN
ELL�L.�R

EV.�（（6（,�（（7（�（（0（5

）.

（
（（
）　A

M
ERICA

N�L
A
W�I N

ST
IT
U
T
E,�P

A
ST�A

N
D�P

RESEN
T�A

LI�P
RO
JECT

S�

（（0（（

）,�https://w
w

w
.ali.org/m

edia/filer_public/c5/（（/
c5（（7be（-（（0a-（d6（-af6d-ad（d（a067606/past-present-（-（（.pdf.

（
（0
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（F

O
U
RT
H

）� OF�F
O
REIGN�R

ELA
T
IO
N
S�L

A
W�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（（

）.

（
（（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（T

H
IRD

）� OF�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�（A

M.�L
A
W�I N

ST.,�Final�D
raft,�（0（（

）.

（
（（
）　Judge�M

arsha�S.�Berzon,�Justice�Christine�M
.�D

urham
�&

�Judge�Lee�H
.�Rosenthal,�A

 Judicial A
ssessm

ent of the 
R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
,�（00�C

O
RN
ELL�L.�R

EV.�（（5（,�（（6（�（（0（5

）.

（
（（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�Forew

ord�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
題
材
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。Sam

uel�Estreicher,�M
atthew

�T
.�

Bodie,�M
ichael�C.�H

arper�&
�Stew

art�J.�Schw
ab,�Forew

ord: T
he R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
 Project,�（00�

C
O
RN
ELL�L.�R

EV.�（（（5,�（（（7�（（0（5

）.

（
（5
）　L

A
BO
R�L

A
W�G

RO
U
P,�https://laborlaw

group.org/�

（last�visited�Sept.�（0,�（0（（

）.�

レ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
・
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九

四
六
年
にW

illard�W
irtz

教
授
が
労
働
法
を
学
ぶ
学
生
向
け
の
教
材
の
さ
ら
な
る
発
展
を
要
請
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
一
九
五
三
年
に
、

最
初
の
書
籍
の
出
版
と
と
も
に
、
約
四
〇
名
の
法
学
教
授
お
よ
び
実
務
家
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
非
営
利
の
組
織
で
あ
る
。
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（
（6
）　

既
に
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
策
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
法
分
野
と
雇
用
法
と
を
比
較
し
た
と
き
に
雇
用
法
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
こ
と
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
制
定
法
（
さ
ら
に
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
、
裁
判
官
に
相
当
の
裁
量
が
あ
る
も
の
と
、
適
用
す

べ
き
基
準
と
原
理
が
定
め
ら
れ
た
、
詳
細
で
規
定
的
な
構
造
を
も
つ
も
の
と
に
分
か
れ
る
。）
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
、（
正
に
本
稿
の

検
討
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
分
野
横
断
的
で
あ
る
こ
と
、
関
係
す
る
主
体
が
高
職
位
の
労
働
者
か
ら
低
職
位
の
労
働
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。Berzon,�D

urham
�&

�Rosenthal,�supra�note�（（,�at�（（56-（（57.

（
（7
）　K

enneth�G.�D
au-Schm

idt,�A
 Conference on the A

m
erican Law

 Institute

’s Proposed R
estatem

ent of E
m

ploym
ent 

Law
,�（（�E

M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�（,�（0-（（�（（00（

）,�Charles�A
.�Sullivan,�R

estating E
m

ploym
ent R

em
edies,�（00�C

O
RN
ELL�

L.�R
EV.�（（（（,�（（（（�

（（0（5

）.�

Ａ
Ｌ
Ｉ
に
対
す
る
レ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
請
願
の
な
か
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
見
当
違

い
で
あ
る
、
雇
用
関
係
の
法
的
な
変
化
の
速
さ
と
方
向
は
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
適
し
て
い
な
い
、
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
の
や
り
方
が
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
が
願
う
よ
う
に
）
影
響
力
を
も
っ
て
し
ま
え
ば
、
法
律
の
実
験
と
成
長
は
台
無
し
に
な
る
だ
ろ
う
、

と
い
っ
た
強
い
批
判
が
な
さ
れ
た
。K

enneth�G.�D
au-Schm

idt,�A
 Conference on the A

m
erican Law

 Institute

’s Proposed 
R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
,�（（�E

M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�（,�A
ppendix�（,�T

ext of the Petition by the Labor Law
 

G
roup to the A

LI Council on the Proposed R
estatem

ent 

（T
hird

） of E
m

ploym
ent Law

,�（（�

（（00（

）.�

さ
ら
に
後
に
、

K
enneth�G.�D

au-Schm
idt

教
授
は
、
工
業
生
産
に
基
づ
く
経
済
か
ら
急
速
に
変
化
し
て
い
る
情
報
技
術
を
使
用
し
た
新
し
い
方
法
と

関
係
性
に
移
行
す
る
に
つ
れ
、
現
在
は
雇
用
関
係
も
根
本
的
な
変
化
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
雇
用
法
を
「
再
述
し
」、
さ
ら

な
る
発
展
を
凍
結
さ
せ
る
に
は
適
切
な
時
期
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
批
判
を
付
け
足
し
て
い
る
。K

enneth�G.�D
au-Schm

idt,�
Introduction: T

he A
m

erican Law
 Institute

’s R
estatem

ent of E
m

ploym
ent Law

: Com
m

ents and Critiques,�（（�E
M
P.�

R
T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�（（5,�（50�（（0（7

）�［hereinafter�Com
m

ents and Critiques

］.

（
（（
）　M

ichael�J.�Zim
m

er,�T
he R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
 is the W

rong Project,�（（�E
M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�
（ 05,�（06�（（00（

）.

（
（（
）　Estreicher,�Bodie,�H

arper�&
�Schw

ab,�supra�note�（（,�at�（（5（.�

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
評
議
会
メ
ン
バ
ー
のLee�H

.�Rosenthal

テ
キ
サ
ス
州
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
裁
判
官
（
現
・
同
裁
判
長
）
は
、
我
々
は
法
を
「
凍
結
さ
せ
る
」
ほ
ど
優
れ
て
い
る
わ
け
で
も

力
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。Berzon,�D

urham
�&

�Rosenthal,�supra�note�（（,�at�（（55.
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雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
のChristine�M

.�D
urham

前
ユ
タ
州
最
高
裁
裁
判
官
も
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上

の
法
理
の
背
後
に
は
広
大
な
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
法
を
凍
結
さ
せ
る
と
い
う
見
解
に
反
対
す
る
。Id.�at�

（（60.

（
（0
）　

コ
モ
ン
ロ
ー
の
み
を
対
象
と
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
理
由
は
、
制
定
法
と
違
っ
て
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
、
全
国
的
な
統
一
性
が
一
定
程

度
奨
励
さ
れ
る
こ
と
と
、
裁
判
所
が
（
少
な
く
と
も
そ
の
法
体
系
に
お
け
る
未
解
決
の
問
題
に
つ
い
て
）
ほ
か
の
州
の
経
験
に
影
響
を
受

け
う
る
こ
と
に
あ
る
。Estreicher,�Bodie,�H

arper�&
�Schw

ab,�supra�note�（（,�at�（（（（.

（
（（
）　

同
章
の
法
理
は
、
い
ず
れ
も
人
的
資
源
の
利
用
お
よ
び
支
配
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。Catherine�Fisk�&

�A
dam

�Barry,�
Contingent Loyalty and R

estricted E
xit: Com

m
entary on the R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
,�（6�E

M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�

P
O
L

’Y�J.�（（（,�（（7�（（0（（
）.

（
（（
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
章
の
多
く
で
は
そ
の
冒
頭
に
「
導
入
（Introductory�N

ote

）」
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
八
章
に
は

そ
れ
が
置
か
れ
て
い
な
い
。

（
（（
）　Selm

i,�supra�note�（（,�at�（（7（.

（
（（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（5
）　

使
用
者
か
ら
営
業
秘
密
管
理
の
権
限
お
よ
び
責
任
を
委
ね
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
偶
然
に
使
用
者
の
営
業
秘
密
に
該
当
す
る
情
報
を
保

有
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
も
、
労
働
者
が
当
該
情
報
を
使
用
者
の
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
保
有
す
る
に
至
っ
た
と
き
に

は
、
当
該
営
業
秘
密
に
関
し
て
信
認
忠
実
義
務
（
当
該
情
報
の
秘
密
性
を
維
持
し
、
使
用
者
に
と
っ
て
不
利
な
目
的
で
当
該
情
報
を
使
用

し
な
い
信
認
上
の
義
務
）
を
負
う
こ
と
と
な
る
。Id.�

§�（.0（�cm
t.�b,�illus.�（.

（
（6
）　

信
認
関
係
（fiduciary�relationship

）
は
、
定
義
づ
け
が
困
難
な
概
念
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、「
受
認
者
（fiduciary

）
が

も
っ
ぱ
らprincipal

の
利
益
の
た
め
に
働
く
」
こ
と
を
本
質
と
す
る
関
係
で
あ
る
（
藤
田
友
敬
「
忠
実
義
務
の
機
能
」
法
学
協
会
雑
誌

一
一
七
巻
二
号
一
三
七
頁
、
一
三
九
頁
（
二
〇
〇
〇
年
））
と
か
、「
あ
る
者
（
受
認
者
）
が
他
者
（
受
益
者
）
の
〔
利
益
の
〕
た
め
に
行

動
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
関
係
」
で
あ
る
（
田
中
亘
「
取
締
役
の
社
外
活
動
に
関
す
る
規
制
の
構
造
（
二
）」

法
学
協
会
雑
誌
一
一
七
巻
一
〇
号
五
七
頁
、
六
九
頁
（
二
〇
〇
〇
年
））、
と
い
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
注（
6（
）参
照
。

（
（7
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（T

H
IRD

）� OF�A
GEN

CY,�

§�（.0（�cm
t�g�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（006
）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�
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§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�a-b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.
（
（（
）　Joseph�Garrison,�T

he N
ew

 R
estatem

ent of E
m

ploym
ent Law

: A
n A

nalytical Synopsis,�（00�J U
D
ICA
T
U
RE�（0,�（（�

（（0（6

）.
（
50
）　Id.

（
5（
）　

も
と
よ
り
信
認
義
務
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
義
務
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
受
認
者
の
具
体
的
な
義
務
の
内
容
が
一
義
的
に
決
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
受
認
者
に
付
与
さ
れ
た
権
限
が
大
き
い
ほ
ど
信
認
義
務
の
範
囲
も
広
く
な
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
神
作
・

前
掲
注（
（（
）九
九
―
一
〇
〇
頁
、
田
中
亘
「
取
締
役
の
社
外
活
動
に
関
す
る
規
制
の
構
造
（
一
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
七
巻
三
号
二
八

頁
、
五
九
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）。

（
5（
）　D

eM
ottt,�supra�note�（（,�at�（（55.�

会
社
の
役
員
な
ど
の
労
働
者
性
に
関
し
、
雇
用
法
に
お
け
る
労
働
者
概
念
を
記
述
し
た
雇
用

法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
章
一
・
〇
三
条
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
に
、
取
締
役
会
設
置
の
公
開
会
社
に
お
け
る
、
最
高
経
営
責
任
者

（chief�executive

）
や
最
高
執
行
責
任
者
（chief�operating�offi

cer

）
を
含
む
会
社
の
役
員
（offi

cer

）
は
、
雇
用
法
の
下
で
は
労
働

者
で
あ
る
。
他
方
、
全
て
ま
た
は
支
配
可
能
な
議
決
権
株
式
を
保
有
す
る
最
高
経
営
責
任
者
は
、
雇
用
法
上
の
労
働
者
で
は
な
い
。

R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�b�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.�

ま
た
、
取
締
役
（director

）
も
通
常
は
労
働
者
で
は

な
い
（
本
章
㈡
4
も
参
照
）。

（
5（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�a�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
5（
）　Id.

（
55
）　D

eM
ottt,�supra�note�（（,�at�（（7（.

（
56
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�a�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
57
）　Id.�

§�（.0（�cm
t.�b,�illus.�（.

（
5（
）　Id.�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�a-b.

（
5（
）　Id.�

§�（.0（�cm
t.�d.

（
60
）　Id.
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（
6（
）　

た
だ
し
、
後
記
本
章
㈡
1
の
と
お
り
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
違
反
行
為
が
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
開
示
ま
た
は
使
用
の
み
の
場
合
、

使
用
者
は
、
大
多
数
の
州
に
お
い
て
州
の
営
業
秘
密
法
に
基
づ
く
救
済
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。Id. 

§�（.0（�cm
t.�e.

（
6（
）　Id.

（
6（
）　

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
信
認
関
係
・
信
認
義
務
と
忠
実
義
務
と
の
関
係
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
解
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
義
的
な
概
念

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
受
認
者
は
信
認
関
係
に
基
づ
い
て
忠
実
義
務
や
注
意
義
務
（duty�of�care

）
を
負
う
、
ま
た
は
、
信
認
義

務
は
忠
実
義
務
と
同
義
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
が
み
ら
れ
る
。D

eM
ottt,�supra�note�（（,�at�（（65-（（66.�

邦
語
文
献
と
し
て
、
藤
田
・

前
掲
注（
（6
）一
四
〇
頁
、
田
中
・
前
掲
注（
（6
）七
五
頁
・
注
⑴
、
神
作
・
前
掲
注（
（（
）一
一
九
頁
な
ど
。

（
6（
）　D

eM
ottt,�supra�note�（（,�at�（（75-（（76.

（
65
）　Id.�at�（（77.�

信
認
義
務
の
強
行
法
規
性
と
も
い
え
る
こ
の
問
題
は
、
信
認
義
務
を
、
契
約
上
の
義
務
で
は
な
く
エ
ク
イ
テ
ィ
（
衡

平
法
）
に
よ
っ
て
強
行
法
規
的
に
課
さ
れ
る
義
務
と
捉
え
る
か
、
デ
フ
ォ
ル
ト
ル
ー
ル
と
し
て
契
約
的
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
信
認
関
係

の
法
的
性
質
論
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
（
た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
見
解
も
そ
の
内
容
は
論
者
に
よ
り
多
様
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
を
採
用

す
る
か
に
よ
っ
て
論
理
必
然
的
に
決
定
さ
れ
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
も
な
い
。）。
藤
田
・
前
掲
注（
（6
）一
四
一
―
一
四
二
頁
、
田
中
・
前

掲
注（
（6
）七
〇
頁
、
七
四
頁
。
信
認
義
務
の
強
行
法
規
性
に
つ
い
て
は
、
田
中
亘
「
取
締
役
の
社
外
活
動
に
関
す
る
規
制
の
構
造
（
三
）」

法
学
協
会
雑
誌
一
一
七
巻
一
一
号
五
八
頁
、
八
一
―
一
三
一
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
66
）　D

eM
ottt,�supra�note�（（,�at�（（7（.

（
67
）　Id.�at�（（7（.

（
6（
）　Id.�at�（（77.�

他
方
、
信
認
忠
実
義
務
を
負
う
労
働
者
（
特
に
「
使
用
者
と
の
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
労
働
者
」）

は
、
代
理
法
の
原
則
に
従
っ
て
情
報
開
示
義
務
を
負
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6（
）　R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
70
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
二
条
が
述
べ
る
営
業
秘
密
保
護
は
、
営
業
秘
密
に
は
該
当
し
な
い
「
秘
密
情
報
」
な
ど
は
保
護

し
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。Id.�

§�（.0（�cm
t.�a.�

労
働
者
に
「
営
業
秘
密
」
の
開
示
・
使
用
を
禁
止
す
る
義
務
は
、
よ
り
定
義
が
広
い

「
秘
密
情
報
」
を
対
象
と
し
て
い
な
い
点
で
、
代
理
人
の
義
務
よ
り
も
狭
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。D

eM
ottt,�supra�note�（（,�at�

（（6（�

（quoting�R
EST

A
T
EM
EN
T�

（T
H
IRD

）� OF�A
GEN

CY,�

§�（.05

（（

）�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（006

））.�

た
だ
し
一
方
で
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
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メ
ン
ト
八
・
〇
三
条
の
注
釈
で
は
、
同
条
の
趣
旨
が
、
使
用
者
が
、
そ
の
事
業
遂
行
の
た
め
に
、
競
争
上
の
損
害
の
お
そ
れ
を
過
度
に
抱

く
こ
と
な
く
そ
の
労
働
者
と
営
業
秘
密
そ
の
ほ
か
の
秘
密
情
報

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T�

O
F�E

M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�a�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.
（
7（
）　U

N
IFO
RM�T

RA
D
E�S

ECRET
S�A

CT�

§�7�（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�am
ended�（（（5

）.
（
7（
）　Id.�Prefatory�N

ote.

（
7（
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
後
の
二
〇
一
八
年
一
〇
月
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
も
統
一
営
業
秘
密
法
を
採
択
し
た
（M

A
SS.�

G
EN�L

A
W
S�ch.�（（,�

§§�（（-（（G�

（（0（（

））
こ
と
に
よ
り
、
営
業
秘
密
保
護
を
現
在
も
な
お
判
例
法
に
よ
っ
て
規
律
し
よ
う
と
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
み
を
除
く
四
九
州
（
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
は
独
自
の
制
定
法
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
規
律
内
容
的
に

は
統
一
営
業
秘
密
法
と
同
様
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。N

.C.�G
EN.�S

T
A
T.�

§§�66-（5（-66-（6（�（（（（（

））、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
プ
エ
ル
ト
リ

コ
自
治
連
邦
区
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
領
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
諸
島
に
お
い
て
統
一
営
業
秘
密
法
が
採
択
さ
れ
て
い
る
（
法
域
ご
と
に
多
少
の
修
正
は

行
わ
れ
て
い
る
。）。

（
7（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）�（quoting�id.�

§�（.0（�cm
t.�c

）.「
ほ
か
の
法
へ
の

影
響
」
と
題
す
る
統
一
営
業
秘
密
法
七
条
に
よ
れ
ば
、
契
約
に
基
づ
く
救
済
（
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
基
づ
く
か
否
か
を
問
わ
な
い
。）、

営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
そ
の
ほ
か
の
民
事
上
の
救
済
、
刑
事
上
の
救
済
（
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
基
づ
く
か

否
か
を
問
わ
な
い
。）
を
除
き
、
同
法
は
、
同
法
と
矛
盾
す
る
、
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
対
す
る
民
事
上
の
救
済
を
定
め
る
こ
の
州
の

不
法
行
為
法
、
原
状
回
復
法
そ
の
ほ
か
の
法
律
に
置
き
換
わ
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。U

N
IFO
RM�T

RA
D
E�S

ECRET
S�A

CT�

§�7�

（U
N
IF.�

L
A
W�C

O
M
M

’N�am
ended�（（（5

）.

（
75
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�b�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.�

統
一
営
業
秘
密
法
七
条
に
付
さ
れ
た
注
釈
に
よ

れ
ば
、
営
業
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、
競
業
避
止
特
約
や
秘
密
保
持
特
約
に
基
づ
く
救
済
は
同
法
の
適
用
を
受
け
ず
、
別
の

法
に
よ
り
そ
の
有
効
性
は
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
代
理
人
の
忠
実
義
務
な
ど
、
営
業
秘
密
な
ど
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
法
に
よ
っ
て
課

せ
ら
れ
る
義
務
に
も
同
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。U

N
IFO
RM�T

RA
D
E�S

ECRET
S�A

CT�

§�7�cm
t.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�am
ended�（（（5

）.

（
76
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
77
）　Pub.�L.�N

o.�（（（-（5（,�（（0�Stat.�（76�（（0（6

）.
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（
7（
）　

営
業
秘
密
防
衛
法
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
営
業
秘
密
法
の
概
説
書
と
し
て
、see generally�S

H
A
RO
N�K

.�S
A
N
D
EEN�&

�E
LIZA

BET
H�A

.�
R
O
W
E,�T

RA
D
E�S

ECRET�L
A
W� IN

CLU
D
IN
G� T
H
E�D

EFEN
D�T

RA
D
E�S

ECRET
S�A

CT� O
F�（0（6�

（（d�ed.�（0（（

）.�

営
業
秘
密
防
衛
法
を
紹
介
し
た

邦
語
文
献
と
し
て
、
浅
井
敏
雄
「
二
〇
一
六
年
米
国
連
邦
民
事
ト
レ
ー
ド
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
保
護
法
の
概
要
」
パ
テ
ン
ト
六
九
巻
一
五
号
九

八
頁
（
二
〇
一
六
年
）、
山
根
崇
邦
「
米
国
連
邦
営
業
秘
密
防
衛
法
（
Ｄ
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の
研
究
（
一
）」
同
志
社
法
学
六
九
巻
七
号
二
六
四
九

頁
（
二
〇
一
八
年
）。

（
7（
）　Pub.�L.�（0（–（（（,�（（0�Stat.�（（（（�（（（（6

）�（codified�as�am
ended�at�（（�U

.S.C.�

§§�（（（（-（（（（�（（0（（

））.

（
（0
）　（（�U

.S.C.�
§§�（（（（-（（（（.

（
（（
）　Id.�

§�（（（（.

（
（（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（T

H
IRD

）� OF�U
N
FA
IR�C

O
M
PET

IT
IO
N�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（（（5

）.

（
（（
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
以
前
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
営
業
秘
密
保
護
法
制
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
石
田
信
平
「
営

業
秘
密
保
護
と
退
職
後
の
競
業
規
制
（
一
）』
同
法
五
八
巻
五
号
一
九
四
一
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
同
（
二
）
同
法
五
八
巻
六
号
二
二
二
七

頁
（
二
〇
〇
七
年
）、
同
（
三
・
完
）
同
法
五
八
巻
七
号
二
五
五
一
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
（（
）　

営
業
秘
密
を
開
示
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
は
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
、
当
該
情
報
が
八
・
〇
二
条
に
従
っ
て
営
業
秘
密
に

該
当
す
る
か
ぎ
り
残
存
す
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�c�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（5
）　Id.�

§�（.0（�cm
t.�a.

（
（6
）　Id.

（
（7
）　Id.�

§�（.0（.

（
（（
）　Id.

（
（（
）　

第
一
の
使
用
者
と
の
信
用
お
よ
び
信
頼
の
継
続
的
な
関
係
が
あ
る
労
働
者
が
負
っ
て
い
る
信
認
忠
実
義
務
に
は
、
労
働
者
で
あ
る
か

ぎ
り
、
労
働
時
間
中
で
あ
る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
使
用
者
と
競
業
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
（
八
・
〇
一
条
ｂ
項
二

号
）
が
含
ま
れ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。Id.�

§�（.0（�cm
t�a.

（
（0
）　

労
働
者
が
競
業
者
に
お
い
て
第
一
の
使
用
者
に
お
け
る
も
の
と
類
似
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に

兼
業
・
副
業
が
許
さ
れ
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。See�id.�

§�（.0（�cm
t.�b,�illus.�（.�

す
な
わ
ち
、
第
一
の
使
用
者
に
お
け
る
業
務
と
競
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業
者
に
お
け
る
業
務
と
の
非
類
似
性
は
、
競
業
が
許
さ
れ
る
た
め
の
要
件
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

（
（（
）　See�id.

（
（（
）　Food�Lion,�Inc.�v.�Capital�Cities/A

BC,�Inc.,�F.（d�505,�5（6�

（（th�Cir.�（（（（

）,�quoted in�R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�

L
A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.
（
（（
）　
「
随
意
雇
用
の
関
係
の
デ
フ
ォ
ル
ト
ル
ー
ル
」
に
関
す
る
二
・
〇
一
条
は
、「
両
当
事
者
は
、
制
定
法
そ
の
ほ
か
の
法
も
し
く
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
ま
た
は
両
当
事
者
間
の
合
意
、
使
用
者
を
拘
束
す
る
約
束
も
し
く
は
使
用
者
を
拘
束
す
る
ポ
リ
シ
ー
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

（
二
・
〇
二
条
）
に
よ
っ
て
権
利
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
正
当
な
事
由
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
を
終
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（
）　Id.�

§�（.07�cm
t.�b.

（
（5
）　

前
掲
注（
70
）参
照
。

（
（6
）　Food�Lion,�Inc.�v.�Capital�Cities/A
BC,�Inc.,�（（（�F.（d�505�

（（th�Cir.�（（（（

）,�quoted in�R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�

L
A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�b�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）�

は
、Food�Lion

社
が
不
衛
生
な
食
品
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
情

報
提
供
を
受
け
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
社
の
記
者
二
名
が
、
同
社
の
上
司
の
承
認
を
得
た
う
え
で
職
歴
な
ど
を
偽
っ
てFood�Lion

社
に
採
用
申
込

み
を
し
、
一
名
は
一
週
間
、
も
う
一
名
は
二
週
間
の
みFood�Lion

社
で
就
労
し
た
が
、
そ
の
間
に
、
小
型
カ
メ
ラ
で
業
務
や
事
業
場

を
隠
し
撮
り
し
、
さ
ら
に
、
不
衛
生
な
食
品
管
理
の
様
子
を
含
む
そ
の
映
像
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
社
の
報
道
番
組
で
使
用
し
た
、
と
い
う
事
案
で
あ

る
。Id.�at�5（0-5（（.�Food�Lion

社
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
社
、
報
道
番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、Food�Lion

社
の
労
働
者
で
も
あ
っ
た
記
者
二

名
に
対
し
、
記
者
二
名
の
賃
金
な
ど
の
返
還
と
報
道
に
よ
る
損
害
の
賠
償
な
ど
を
求
め
た
。Id.�at�5（（.�

裁
判
所
は
、
記
者
二
名
の
忠
実

義
務
違
反
の
成
否
の
点
に
つ
い
て
、「
記
者
ら
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
い
う
一
の
使
用
者
の
利
益
を
促
進
す
る
一
方
でFood�Lion

社
と
い
う
第

二
の
使
用
者
に
損
害
を
与
え
、Food�Lion

社
に
対
す
る
不
忠
実
の
不
法
行
為
を
行
っ
た
」
と
判
断
し
、
記
者
二
名
がFood�Lion

社
に

対
す
る
同
人
ら
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
を
認
定
し
た
。Id.�at�5（6.�

こ
の
判
例
を
起
草
者
注
記
に
引
用
し
て
い
る
雇
用
法
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
で
も
、
兼
業
・
副
業
に
よ
る
忠
実
義
務
違
反
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
原
告
が
何
ら
か
の
意
味
で
労
働
者
で
あ
る
被
告
の

「
第
一
の
使
用
者
」
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
必
要
で
な
い
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
（7
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5
）.
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（
（（
）　Id.�

設
例
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
が
、
全
て
の
労
働
者
の
副
業
を
禁
止
す
る
旨
の
ポ
リ
シ
ー
を
予
め
公
表
し
て
お
り
、
労
働
者
が
、
当

該
ポ
リ
シ
ー
を
知
っ
た
う
え
で
副
業
の
地
位
を
得
た
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
は
、
懲
戒
処
分
に
服
す
る
と
と
も
に
、
契
約
に
違
反
し
て

九
・
〇
七
条
に
述
べ
ら
れ
た
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
。Id.�

§�（.0（�cm
t.�b,�illus.�（.

（
（（
）　Cam

eco,�Inc.�v.�Gedicke,�7（（�A
.（d�7（（,�7（（�

（N
.J.�（（（（

）（「
も
う
一
方
の
職
業
が
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
義
務
と
相
対

立
す
る
可
能
性
が
大
き
い
ほ
ど
、
労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
て
そ
の
可
能
性
を
警
告
す
る
必
要
性
は
大
き
く
な
る
」
と
判
示
。）,�quoted 

in�R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�b�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.�

他
方
、D

eM
ottt,�supra�note�

（（ ,�at�（（77-（（7（
は
、
副
業
の
制
限
を
課
す
た
め
に
は
明
示
的
な
合
意
に
よ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
は
、
使
用
者
が
許
容
し
な
い

特
定
の
行
為
を
（
当
該
雇
用
関
係
が
信
用
お
よ
び
信
頼
の
関
係
に
あ
た
る
と
み
な
す
一
方
的
な
規
則
よ
り
も
効
果
的
に
）
労
働
者
に
知
ら

せ
る
も
の
な
の
で
、
望
ま
し
い
、
と
述
べ
、
副
業
を
制
限
す
る
そ
の
よ
う
な
明
示
的
合
意
が
な
け
れ
ば
、
信
用
お
よ
び
信
頼
の
関
係
に
な

い
労
働
者
は
、
副
業
に
つ
い
て
使
用
者
に
報
告
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
と
解
し
て
い
る
。

（
（11
）　R

EST
A
T
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T� O

F�E
M
PLO
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M
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A
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’�notes�cm
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d.�M
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etzner,�（（（�A
.（d�56（,�56（-57（�（M

d.�（（7（

）（
退
職
労
働
者
が
在
職
中
に
そ
の
新
規
事
業
の
た
め
設
備

や
土
地
を
購
入
し
た
り
ロ
ー
ン
に
よ
る
資
金
調
達
を
し
た
り
し
た
が
退
職
後
九
か
月
は
競
合
事
業
を
開
始
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
退
職
労

働
者
の
行
動
は
「
本
質
的
に
は
準
備
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と
判
示
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�
reporters
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も
っ
と
も
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
単
な
る
退
職
の
通
知
を
超
え
て
忠
実
義
務
違
反
と
な
る
顧
客
勧
誘
や
労
働
者
引
抜
き
に
該
当

す
る
の
か
は
事
実
関
係
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。Id.�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�a.

（
（10
）　M

d.�M
etals,�Inc.�v.�M

etzner,�（（（�A
.（d�56（,�56（�

（M
d.�（（7（

）（
使
用
者
と
の
競
業
を
開
始
す
る
た
め
の
準
備
を
開
示
し
な

か
っ
た
こ
と
は
労
働
者
の
信
認
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
示
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�
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M.�L
A
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ST.�（0（5

）.
（
（10
）　Id.

（
（（1
）　Id.;�see also�Jet�Courier�Serv.,�Inc.�v.�M

ulei,�77（�P.（d�（（6,�（（7�

（Colo.（（（（

）（「
裁
判
所
は
、
雇
用
関
係
の
性
質
、
労
働

者
の
行
為
に
よ
る
使
用
者
の
営
業
に
対
す
る
影
響
・
潜
在
的
な
影
響
、
新
し
い
競
合
会
社
の
た
め
の
同
僚
の
役
務
提
供
を
獲
得
す
る
た
め

に
行
っ
た
同
僚
に
対
す
る
給
付
約
束
や
利
益
誘
導
の
一
切
の
程
度
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
一
の
要
素
が
方
向
を
決
定
す
る
こ

と
は
な
く
、
裁
判
所
は
、
許
さ
れ
な
い
勧
誘
に
至
っ
て
い
た
か
ど
う
か
を
決
す
る
た
め
に
、
労
働
者
の
競
業
準
備
行
為
の
性
質
を
精
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
判
示
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
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A
W�

I N
ST.�（0（5

）.

（
（（（
）　

会
社
幹
部
の
行
動
は
、
特
別
の
精
査
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
会
社
役
員
は
よ
り
強
化
さ
れ
た
信
認
忠
実
義
務
を
負
う
と
解

す
る
裁
判
所
も
あ
る
。R
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A
T
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T� O
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（Ill.�A
pp.�Ct.�（（（（

）（「
会
社
役
員
は
、
異
な
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
。
会
社
役
員
は
、

使
用
者
に
対
し
、
⑴
自
己
の
個
人
的
な
利
益
の
た
め
に
会
社
で
の
彼
ら
の
地
位
を
積
極
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
⑵
開
発
さ
れ
た
事

業
を
継
続
す
る
会
社
の
能
力
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
信
認
忠
実
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
と
判
示
。）,�quoted in�

R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
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dam

s,�（0（�
So.（d�（（（,�（（5�（Fla.�D

ist.�Ct.�A
pp.�（（（（

）（
労
働
者
が
、
顧
客
や
労
働
者
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
義
務
を

負
う
に
は
、
管
理
職
に
あ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
、
と
判
示
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�
reporters

’�notes�cm
t.�d�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（0
）　

裁
判
所
は
、
労
働
者
引
抜
き
に
よ
っ
て
退
職
し
た
労
働
者
の
人
数
お
よ
び
地
位
を
重
要
な
要
素
と
し
て
精
査
し
、
前
使
用
者
に
生
じ

た
損
害
を
重
視
す
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�d�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.�V
eco�

Corp.�v.�Babcock,�6（（�N
.E.（d�（05（,�（06（-（06（�

（Ill.�A
pp.�Ct.�（（（（

）（
役
員
が
在
任
中
に
、
唯
一
の
株
主
一
名
と
労
働
者
四
名
を

残
し
て
三
名
の
重
要
労
働
者
を
競
合
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
秘
密
裡
に
勧
誘
し
た
た
め
、
使
用
者
が
重
要
顧
客
へ
役
務
を
提
供
す
る
こ
と

が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
と
判
断
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�
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eronautics�Forw

arders,�Inc.,�（（（�
N

.E.（d�（（（（,�（（0（-（（07�

（Ill.�A
pp.�Ct.�（（（0

）（
役
員
で
あ
っ
た
者
が
、
労
働
力
の
半
分
を
超
え
た
、
三
〇
名
を
超
え
る
元
労
働
者
を

引
き
抜
い
た
こ
と
に
よ
り
、
複
数
州
に
わ
た
る
退
職
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
と
判
断
。）,�quoted in�

R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�reporters
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（N
.Y

.�（（5（

）（
数
名
の
役
員
お
よ
び
重
要
労
働
者
は
、
雇
用
終
了
前
に
共
謀
し
て
使
用
者
の
労
働
力
の
五
〇
％

を
超
え
る
大
規
模
な
退
職
を
勧
誘
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
た
と
判
断
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�
E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�d�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（0
）　

競
合
事
業
を
開
始
す
る
計
画
を
同
僚
の
労
働
者
に
明
か
す
こ
と
だ
け
で
は
、
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t�d,�illus.�5�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（0
）　

設
例
で
は
、
使
用
者
を
退
職
し
、
競
合
会
社
を
設
立
し
た
労
働
者
の
集
団
が
学
生
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た
場
合
は
、
労
働
者
ら
は
忠

実
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。Id.�

§�（.0（�cm
t�d,�illus.�6.�See also�Cudahy�Co.�v.�A

m
.�Lab.,�Inc.,�

（（（�F.�Supp.�（（（（,�（（（7�（D
.�N

eb.（（70
）（
退
職
し
た
同
僚
が
使
用
者
で
は
こ
れ
以
上
の
昇
進
が
見
込
ま
れ
な
い
か
ら
退
職
し
た
場
合

に
、
そ
の
同
僚
ら
は
、
被
告
で
あ
る
労
働
者
に
勧
誘
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
、
と
判
断
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�

L
A
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§�（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�d�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�（0（5

）.

（
（（0
）　
「
退
職
労
働
者
に
よ
る
使
用
者
で
あ
っ
た
者
と
の
競
業
」
を
記
述
す
る
八
・
〇
五
条
は
、「
退
職
労
働
者
は
、
顧
客
を
勧
誘
す
る
こ
と

や
労
働
者
を
引
き
抜
く
こ
と
に
よ
る
も
の
も
含
め
、
使
用
者
で
あ
っ
た
者
と
競
業
し
、
ま
た
は
そ
の
者
の
競
業
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
⒜
退
職
労
働
者
が
、
八
・
〇
六
条
お
よ
び
八
・
〇
七
条
の
下
で
有
効
な
競
業
禁

止
（
ま
た
は
顧
客
勧
誘
禁
止
も
し
く
は
労
働
者
引
抜
禁
止
）
契
約
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
場
合　

⒝
競
業
す
る
に
あ
た
っ
て
、
退
職
労
働
者

が
、
八
・
〇
三
条
に
違
反
し
て
、
使
用
者
で
あ
っ
た
者
の
具
体
的
に
識
別
で
き
る
営
業
秘
密
を
開
示
も
し
く
は
使
用
し
た
か
、
ま
た
は
、

言
動
や
行
動
に
よ
っ
て
開
示
も
し
く
は
使
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」
と
述
べ
て
い
る
。R
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（
（00
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在
任
中
も
、
代
理
関
係
が
終
了
し
た
後
の
競
業
に
向
け
た
準
備
を
す
る
こ
と
は
、
違
法
な
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
で
き
る
。Id.�

§�
（.0（.

（
（00
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）　

Ａ
Ｌ
Ｉ
が
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
理
：
分
析
と
勧
告
』
の
な
か
で
定
義
す
る
「
会
社
役
員
」
と
は
、「
⒜
会
社
の
最

高
執
行
役
員
、
最
高
運
営
役
員
、
最
高
財
務
役
員
、
最
高
法
務
役
員
お
よ
び
最
高
会
計
役
員
、
⒝
前
記
に
含
ま
れ
な
い
か
ぎ
り
で
、
取
締

役
会
議
長
（
た
だ
し
、
議
長
が
取
締
役
と
し
て
以
外
に
方
針
決
定
の
職
務
を
遂
行
せ
ず
、
か
つ
、
取
締
役
の
報
酬
を
超
え
て
相
当
な
金
額

の
報
酬
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。）
社
長
、
会
計
役
員
お
よ
び
総
務
担
当
重
役
な
ら
び
に
主
要
な
事
業
ユ
ニ
ッ

ト
、
部
門
、
も
し
く
は
職
務
（
た
と
え
ば
、
販
売
、
管
理
、
財
務
）
の
主
担
当
で
あ
り
、
ま
た
は
会
社
の
た
め
に
主
た
る
方
針
決
定
の
職

務
を
遂
行
す
る
副
社
長
ま
た
は
副
議
長
、
な
ら
び
に
⒞
そ
の
ほ
か
、
会
社
が
役
員
と
し
て
指
定
す
る
個
人
」
を
い
う
（
一
・
二
七
条
）。
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（
（01
）　

そ
の
適
用
範
囲
は
重
要
な
労
働
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
従
業
員
に
は
通
常
は
適
用
さ
れ
な
い
。
神
作
・
前
掲
注（
（（
）一
四
五
―
一

四
六
頁
、
田
中
・
前
掲
注（
5（
）六
二
頁
、
六
七
頁
・
注（
（（
）、
田
中
・
前
掲
注（
（（
）一
六
一
頁
。

（
（0（
）　

Ａ
Ｌ
Ｉ
が
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
理
：
分
析
と
勧
告
』
の
な
か
で
定
義
す
る
「
取
締
役
」
と
は
、「
会
社
に
よ
り
取

締
役
と
し
て
選
任
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
準
拠
法
も
し
く
は
会
社
の
基
準
に
基
づ
い
て
取
締
役
を
代
行
す
る
個
人
」
を
い
う
（
一
・
一
三

条
）。P

RIN
CIPLES� O

F�C
O
RPO

RA
T
E�G

O
V
ERN

A
N
CE:�A

N
A
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N
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（
（00
）　

前
掲
注（
5（
）も
参
照
。

（
（00
）　R
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A
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F�E
M
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A
W�
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hite�v.�Ransm
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�Spellm
an,�（50�F.�Supp.�（（,�（（�（D

.N
.H

�（（（6

）（
監
督
者
（supervisor

）
や
支
配
人
（m

anager

）、

取
締
役
、
役
員
の
よ
う
な
信
用
お
よ
び
信
頼
に
基
づ
く
地
位
に
あ
る
労
働
者
は
使
用
者
に
対
し
て
信
認
忠
実
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
そ
の

労
働
者
が
、「
当
該
労
働
者
に
よ
る
競
合
事
業
の
た
め
に
、
使
用
者
の
事
業
の
機
会
を
不
正
使
用
し
、
秘
密
情
報
を
使
用
し
、
会
社
の
顧

客
を
勧
誘
す
る
こ
と
」
は
、
そ
の
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
判
示
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�
（.0（�reporters

’�notes�cm
t.�a-b�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（0（5

）.�

こ
の
判
示
は
、
八
・
〇
一
条
ａ
項
第
一
文
の
労
働
者
に
つ
い
て
会
社
の
機

会
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（00
）　

役
員
や
幹
部
の
個
人
的
な
能
力
で
発
見
さ
れ
た
機
会
で
あ
っ
て
も
、
会
社
に
対
し
て
当
該
機
会
の
開
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

N
e.�H

arbor�Golf�Club,�Inc.�v.�H
arris,�7（5�A

.（d�（0（（,�（0（（-（0（（�

（M
e.�（（（（
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EST
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orsey,�（（5�F.�Supp.�（d�（（6（,�（（7（�

（M
.D

.�A
la.�（007

）（「
役
員
ま
た
は
取
締
役
が
自
己
の
た
め
に
機
会
を
獲

得
し
て
利
用
す
る
た
め
に
会
社
の
資
源
を
使
用
し
た
場
合
、
同
人
は
会
社
の
機
会
の
法
理
に
基
づ
き
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
判
示
。）,�quoted in�R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�a-b�（（

）�（A
M.�L

A
W� IN

ST.�（0（5

）.

（
（00
）　

以
下
に
述
べ
る
法
理
論
か
ら
の
批
判
の
ほ
か
、
実
証
分
析
を
ふ
ま
え
た
批
判
も
あ
る
。Fisk�&

�Barry,�supra�note�（（,�at�（（5-
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lan�H
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 Brief U
ser

’s G
uide to R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
 Chapter I, E

m
ployee 

O
bligations and R

estrictive Covenants,�（（�E
M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�6（（,�6（（-6（5,�6（（�

（（0（7

）.�A
lan�H

yde

教
授
は
、
使

用
者
側
は
、
明
示
的
な
契
約
を
す
る
た
め
に
定
型
的
条
項
が
利
用
で
き
る
な
か
で
黙
示
的
義
務
が
課
さ
れ
に
く
い
の
に
対
し
、
労
働
者
側

は
、
団
体
交
渉
や
市
場
競
争
、
法
律
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
か
で
黙
示
的
義
務
が
課
さ
れ
や
す
い
、
と
い
う
非
対
称
性
が
存
在

す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。H

yde,�at�6（5�n.（.

（
（00
）　Fisk�&

�Barry,�supra�note�（（,�at�（（（;�H
yde,�supra�note�（（（,�at�6（5;�see also�M

ichael�Selm
i,�T

he R
estatem

ent

’s 
Supersized D

uty of Loyalty Provision,�（6�E
M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�（（5,�（00-（0（�

（（0（（

）�［hereinafter�Supersized D
uty 

of Loyalty Provision

］.

（
（00
）　Fisk�&

�Barry,�supra�note�（（,�at�（（6-（（（.

（
（00
）　H

yde,�supra�note�（（（,�at�6（（-6（（�（quoting�R
EST

A
T
EM
EN
T�（T

H
IRD

）� OF�A
GEN

CY�

§�（.0（�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（006

））.�

さ
ら
に
、

忠
実
義
務
を
退
職
後
の
労
働
者
に
ま
で
拡
大
し
て
課
す
に
は
、
伝
統
的
な
忠
実
義
務
で
は
捕
捉
さ
れ
な
い
義
務
が
含
ま
れ
る
よ
う
、
忠
実

義
務
を
再
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。Id.�at�6（（.

（
（00
）　R

EST
A
T
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EN
T�（T

H
IRD

）� OF�A
GEN

CY�
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t.�c�（A
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（00
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§�（.05�cm
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競
業
避
止
義
務
も
秘
密
保
持
義
務
も
、
第
二
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
か
ら
同
様
に
理
解
さ
れ
て
い
た
。

R
EST

A
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N
D

）� OF�A
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）.
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（00
）　H

yde,�supra�note�（（（,�at�6（5.�

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
起
草
者
が
忠
実
義
務
を
広
範
化
さ
せ
た
理
由
を
考
察
し
た
も
の

と
し
て
、Supersized D

uty of Loyalty Provision,�supra�note�（（（,�at�（0（-（（（�.

（
（00
）　R
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A
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（
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uty of Loyalty Provision,�supra�note�（（（,�at�（05-（06.

（
（01
）　

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
『
逐
条
解
説
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
九
日
施
行
版
）』
二
五
頁
、
一
七
九
―
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一
八
〇
頁
。

（
（0（
）　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
不
正
競
争
行
為
と
し
て
の
営
業
秘
密
侵
害
の
起
源
は
不
法
行
為
法
に
あ
る
。Sharon�K

.�Sandeen,�T
he 

E
volution of T

rade Secret Law
 and W

hy Courts Com
m

it E
rror W

hen T
hey D

o N
ot Follow

 the U
niform

 T
rade 

Secrets A
ct,�（（�H

A
M
LIN
E�L.�R

EV.�（（（,�（（5�

（（0（0

）.�

ま
た
、
連
邦
全
体
に
お
け
る
営
業
秘
密
法
統
一
に
向
け
た
最
初
の
動
き
も
、
一

九
三
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
第
一
次
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
七
五
七
条
、
七
五
八
条
お
よ
び
七
五
九
条
と
し
て
各
州
の
判
例
法

を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。R

EST
A
T
EM
EN
T�

（F
IRST

）� O
F�T

O
RT,�

§§�757-75（�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（（（（

）.�

そ
の
後
、
日
本
と
同
じ
よ
う

に
営
業
秘
密
侵
害
は
不
正
競
争
法
で
規
制
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
第
三
次
不
正
競
争
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
三
八
条
な
い
し
四
五
条
に

整
理
さ
れ
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T�

（T
H
IRD

）� O
F�U

N
FA
IR�C

O
M
PET

IT
IO
N,�
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（A
M.�L

A
W�I N

ST.�（（（5
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営
業
秘
密
を
不
正
に
開

示
・
使
用
し
た
者
の
責
任
を
定
め
た
四
〇
条
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
同
条
に
記
述
さ
れ
た
ル
ー
ル
は
他
人
の
営
業
秘
密
の
窃
取
に
関
す
る
不

法
行
為
や
原
状
回
復
に
お
け
る
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
訴
訟
に
適
用
さ
れ
る
。Id.�

§�（0�cm
t.�a.
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前
掲
注（
75
）で
も
述
べ
た
と
お
り
、
統
一
営
業
秘
密
法
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
な
ど
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
、
代
理
人
の

忠
実
義
務
に
同
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。U

N
IFO
RM�T

RA
D
E�S

ECRET
S�A

CT�

§�7�cm
t.�

（U
N
IF.�L

A
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O
M
M
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ま
た
、
第

三
次
不
正
競
争
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
四
〇
条
の
ル
ー
ル
も
、
労
働
者
そ
の
ほ
か
の
代
理
人
が
負
う
忠
実
義
務
違
反
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
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N
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O
W
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（
忠
実
義
務
な
ど
の
ほ
か
の
義
務
の
存
在
は
、
営
業
秘
密
法
を
包
摂
す
る
も
の
で
は
な
い
。）.

（
（00
）　Selm
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ま
た
、M

ichael�Selm
i

教
授
に
よ
れ
ば
、
忠
実
義
務
を
訴
訟
原
因
と
し
て
営
業
秘
密
を
保
護
し

よ
う
と
し
た
判
例
法
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
。Id.

（
（00
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前
掲
注（
70
）も
参
照
。

（
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（
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）　D
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ottt,�supra�note�（（,�at�（（70

は
、
な
ぜ
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
使
用
・
開
示
と
は
違
っ
て
、
使
用
者
財
産
の
不
正
使
用
が

限
定
的
な
信
認
義
務
の
違
反
に
な
ら
な
い
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
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教
授
は
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
統
一
営
業
秘
密
法
や
営
業
秘
密
防
衛
法
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

は
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
た
だ
し
、A

lan�H
yde

教
授
自
身
は
そ
の
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
と
み
て
い
る
。）。H

yde,�supra�note�
（（（,�at�6（（.�

し
た
が
っ
て
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
営
業
秘
密
の
記
述
が
存
在
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
無
意
味
な
こ
と
で
は
な

い
と
も
い
え
る
。




